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１．研究の概要と目的 

（1）研究開発の目的・目標 

「地域創造コース」による地域の活性化に挑む学校  

 

本構想においては初年度を「地域創造コース」の立ち上げのためのカリキュラム開発期間と、

2 年目をカリキュラムの実践と高校２年次から実施するクエストエデュケーションに向けて「対

象の研究→フィールド調査→課題設定→検証・試作→プレゼンテーション→フィードバック」の

学びのプロセスを身につける期間と位置づけ、実践研究に取り組んできました。  

本年度は、地域創造コースの生徒が高校２年生となり、学校設定科目として設定した「地域創

造概論」・「地域創造演習」を、地域で学ぶための３年間の系統的なカリキュラムの中でどのよう

に位置づけていくか検証を行いました。また、学校設定科目のため、教科としての評価について

昨年度は小プロジェクト毎に観点別評価を試験的に導入しました。この評価について、１年間を

通じた系統的なカリキュラムの中での整合性を検証しました。さらに、現在、県外へ波及した本

校のプロジェクトについては、本年度も他県の高校と協働して実践・検証を重ねました。最終的

にこれらを統合し、地域での学びの実践や評価が本校だけのものではなく、様々な地域でも活用

することができる教科・教材としての共通化を目指しています。 

また、これまで地域創造コースに先行して取り組んできた探究活動でのクエストエデュケーシ

ョンを、地域創造コース 2 年生において科目として実施しました。さまざまに広がる生徒の問題

意識と解決へのアイディアを地域の方々とどう共有していくか、外部コンソーシアムメンバーを

核とした地域との連携体制の確立に取り組みました。 

 浜松学芸高校では、地域の魅力発信に衣食住の身近な観点から取り組み、既存の学力観だけで

ないアイディアを形にする力を Art ととらえています。そうした視点からの実践を通して、本校

の地域魅力化の取り組みを地域へ還元するとともに、他地域へと波及させていくことを目指して

います。 

 

（2）研究概要 

本年度の研究開発には 2 つの大きな方針がありました。1 つは、開発したカリキュラムに基づ

き、地域創造コース 1 年生で取り組むプロジェクト型学習、そして 2 年生が取り組むクエストエ

デュケーションを実施し、教科としての実践検証を行うことでした。地域の魅力を衣食住の観点

から多面的・多角的に捉え、「対象の研究→フィールド調査→課題設定→検証・試作→プレゼンテ

ーション→フィードバック」というプロセスを身につける 1 年生のプロジェクト型学習のカリキ

ュラム、2 年生のクエストエデュケーションにおいてそれまでに身につけた方法の実践とアイデ

ィア実行に向けたコンソーシアムの支援について、それぞれ実践検証を行いました。この取り組

みを、学校設定科目の地域創造概論・地域創造演習で実施しました。地域創造概論では課題の発

見から論理的なプレゼンテーションの組み立てまで、地域創造演習ではアイディアの構築から実

践の外部への発信までを目指し、到達段階に応じて系統的に取り組みました。 

この 1～2 年生の様々なプロジェクト実施のために、コンソーシアムメンバーを中心とした地

域の企業や団体に協力をいただき、協働プロジェクトとして共同実施しました。昨年度、地域創

造コースで実践検証したカリキュラムを基に修正した年間計画で実施しました。学校設定科目と

してカリキュラムのモデルケースとなるよう、コンソーシアムメンバーを共同実践者と位置づけ、
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運営指導委員会のメンバー、カリキュラムアドバイザーと共に検証・修正を行いました。プロジ

ェクト実施の成果は、大学や行政主催の大会やイベントに応募し、プレゼンテーションの作成と

発表スキルの育成を通して確認・検証しました。 

2 つ目の方針は、地域で学ぶプロジェクト型学習を教材として拡散させることです。3 年間の

系統的なカリキュラムでは、地元浜松だからこそできることが多々含まれています。地域の魅力

を学び発信する活動は、今後周辺の学校に伸展して行くことが求められると考えています。これ

まで様々な学校と交流や協働を行う中で、本校のように学校設定科目として週 4 時間実践するよ

うな例は少なく、他校においては週 1 時間程度で実践されてえることに気がつきました。さらに、

ポスタープロジェクトを他県の高校と協働実践している中で、生徒がこれまで「何もない」と感

じていた地元の魅力に気づくことで、地域に向ける目が変化したことや、地域魅力化への関心が

高まるなど、その教育的効果が明らかになってきました。そこで、本校で実践しているポスター

プロジェクトを、様々な学校で実践できる教材としてフォーマット化するため、さらなる協働を

行います。これにより、自分たちの地域以外でも地域魅力化の活動が拡散しやすくなると考えま

した。教材としての検証を深めるために、静岡文化芸術大学と協働し、高大連携プロジェクトと

して、地域の魅力を Art の視点を取り入れたポスターや動画制作を通じて発信したいと考えてい

ます。 

 また、地域魅力化に 3 年かけて取り組む地域創造コースならではの教育旅行の可能性を検証し

ました。本校では浜松の地場産業である注染浴衣の PR 活動として、創作盆踊りのイベントを立

ち上げています。こうしたイベントを生徒達の力で実践することで、魅力発信の方法とアイディ

アを形にする力を養います。単なる観光やグループ学習を行う修学旅行ではなく、地域の魅力を

表現する教育活動の場となるよう検証を行います。  

 本校の実践の特徴は、実行プロジェクト数の多さです。これは、地域での学びに重点を置く「地

域創造コース」の新設やプロジェクトベースの課題解決型学習に対して地域のニーズが一致した

ことで実現しました。またコンソーシアムのメンバーが地域の異業種団体を核としており、地域

企業との連携が容易であった点もプロジェクトの実行スピードが上がった要因でした。管理機関

としてプロジェクトやカリキュラムの実行について日々情報を共有することはもちろんですが、

本年度の管理機関は実践の拡散を目的に成果報告・他校連携・高大連携の 3 点について大きな役

割を果たしました。実践を自校内だけにとどめず、他校や地域外への拡散のために「地域に開い

た学校」として位置づける役割を果たしました。  
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（3）コンソーシアム 

機関名  機関の代表者  

学校法人 信愛学園 理事長  服部 泰啓 

株式会社サツ川製作所 薩川 敏 

遠州ビジネス交流会 水野 久美子 

地域事業コンサルタント 池田 克信 

株式会社 白井商事 白井 成治 

永田木材 株式会社 永田 琢也 

ヤタローグループ 渡部 尚樹 

浜松学芸高校 校長 内藤 純一 

浜松学芸高校 副校長 原田 豊治 

浜松学芸高校 教頭 福田 耐子 

浜松学芸高校 普通科長 藤井 茂 

プロジェクトリーダー（教諭） 大木島 詳弘 

 

＜カリキュラム開発に対するコンソーシアムにおける取組について＞ 

カリキュラムについては、高校 1 年生でプロジェクト型学習の系統性を中心に検証し、高校 2

年生のクエストエデュケーションではコンソーシアムの協力体制について検証しました。本年度

の高校 1 年生で実践したプロジェクト型学習では、コンソーシアムのメンバーと教員が実践を担

当し、課題解決型のプロジェクトを実施しました。その結果、プロジェクトの専門性が高くなる

とともに、成果披露する相手が明確になったため、教師としても共催としてプロジェクトのゴー

ルイメージを明確に示すことが容易になったというメリットがありました。そのためには、共に

プロジェクトを実践するコンソーシアムメンバーとの事前の実践内容の検証や技術的な確認を綿

密に行うことが重要でした。私たち教員は、地場産業など実践しているプロフェッショナルな方々

のように専門的な知識や経験はありません。そのため、私たちは生徒達の活動の見守り・助言す

るなどの伴走者の立場を担うこととなりました。地域の魅力発信というと、「地域を学ぶ」ことが

中心になりがちでしたが、このコンソーシアムメンバーがプロジェクトの実践者として参加する

ことで「地域で学ぶ」に変化する学びに大きく変化することができたと感じています。  

高校 2 年生次以降のクエストエデュケーションでは、コンソーシアムのメンバーが生徒のアイ

ディアと地域の企業を繋ぎ、学校と地域の企業との協働を推進する大きな役目を担うようになり

ました。生徒達の企画を実現するために、地域の企業の方々がお力を貸してくださり、大きなプ

ロジェクトへと繋がることになり、地域の企業との協働が昨年度より大きく進む結果となりまし

た。こうしたコンソーシアムのとの協働は、コンソーシアムメンバーが行政や教育委員会主体で

はなく、地域の異業種団体を中心に構成したからこそ実現したのであり、本校のコンソーシアム

の大きな特徴であると考えています。  
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＜キービジュアル 2021＞ 
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２．昨年度までの取組 

（1）設計カリキュラムの実践 

地域創造コース 1 年生では、2 ヶ月程度の期間で小プロジェクトに取り組むプロジェクト型学

習を行っています。令和 2 年度は、計画したプロジェクト型学習の実践検証が主な研究目的でし

た。この 1 年生の学習は地域の魅力を衣食住の観点から多面的・多角的に捉えるために、様々な

プロジェクトに仲間と協働して取り組む事に挑戦しまし。そして、「対象の研究→フィールド調査

→課題設定→検証・試作→プレゼンテーション→フィードバック」というプロセスを身につけ、

次年度のクエストエデュケーションに向けての基礎的な考え方・技術を養うことを目的としまし

た。そのため、「年間の活動をグループによるプロジェクト学習→視点を変えてのプロジェクト学

習→複数の視点を融合させたプロジェクト」と段階的・系統的な学びを設定できると考えました。 

地域創造コース 1 年生はコンソーシアムから提供される「衣食住」の観点に絞った課題につい

て系統的な年間計画を立て、それぞれ 5 つの短期プロジェクトとして活動しました。このプロジ

ェクト型学習のために、コンソーシアムメンバーを中心とした地域の企業や団体に協力をいただ

き、協働プロジェクトとして実施し、教材としての効果を確認することができました。 

2 年生次には、生徒が自由に課題や協働する企業を選定し地域魅力化に取り組むカリキュラム

を構築しました。令和 2 年度の段階では、実施の期間や問題点など、これまでの実践では十分な

検証ができていない状況でした。特に、実践成果の発表や他地域との共有については、研究 2 年

目となる令和 2 年度に行う予定でしたが、感染症の拡大にともない多くの協働や報告が中止とな

ってしまいました。そのため構内での実践の回数を重ねて教科・教材としての一般化を目指して

プロジェクトを実施しまました。その成果は、大学や行政主催の大会やイベントに応募し、プレ

ゼンテーションの作成と発表スキルの育成を通して確認・検証することをめざし、観光甲子園

2020 では全国 1 位となるグランプリを獲得することができました。 

カリキュラム開発については、高校 1～3 年次にわたる実践計画表を作成し、高校 1 年生次の

各プロジェクト実践内容はほぼ固めることができました。学校設定科目として「地域創造（概論・

実践）」で実施することで、活動曜日や総時間なども計算して実践カレンダーを制作することがで

きました。 

教材化ついては、地域の魅力を発信する活動としてポスターや CM 制作を行っていました。特

に STEAM 教育の Art に注目し、Art を「アイディアを形にする力」と捉え、実践に取り入れて

きました。本年度はポスター作成の取り組みを教材としてパッケージ化に取り組み、地域外の学

校との実践でその効果を検証しました。具体的には三重県立白山高校と協働で制作にあたり、地

域魅力発信に大きな効果があることを確認できました。さらに他県の 2 校より同様のオファーを

いただき、活動の拡散効果として今後の手応えを感じました。  
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（2）学校設定教科＞ 

①地域創造概論（2 単位） 

地域創造コースでは、「衣・食・住」の観点から地域の魅力の発見に取り組み、地域の様々な歴

史的背景や対象となる企業研究など地域を観る視点を養います。さらに、調査方法やプレゼンテ

ーション技術について系統的に学びます。  

 地域創造概論では、主に学校内での活動を中心に地域の文化や歴史、地元の様々なプロフェッ

ショナルの方々の仕事について学び、地域を観る視点を広げる多様な価値観や思考力を形成する

ことを目指します。また動画や統計処理を用いたプレゼンテーション資料の作成方法など、地域

の魅力発進のために必要な知識習得に取り組みます。高校 1 年生ではクラス全体で共通の学習課

題として、高校 2 年生ではグループ毎のプロジェクト課題として、コース担当者とコンソーシア

ム外部メンバーによる協働的な授業・助言を受けて、プレゼンテーション技術や分析の手法、活

動報告書作成を行い、成果と振り返りの分析シートに加えて、行動を観点別に評価します。 

 

②地域創造演習（2 単位） 

様々な地域の魅力の発信や課題の解決に向けて、アイディアの構築や試作・プレゼンなど学校

内部・外部での企画実行に取り組みます。アイディアを実現するための協働活動や様々な企業の

力借りながらの試作・制作活動について、実践的に取り組みます。  

 フィールド調査や個々に設定した課題の解決に向けた取り組みなど、アイディアを形にするた

めに様々な手法で実践します。地域や企業のプロフェッショナルの力を借りながら課題の解決に

取り組み、実践・振り返りへと高校１年～３年にかけて系統的・継続的に積み重ねていきます。

プロジェクトごとに取り組みの姿勢や成果・表現について、観点別に行動評価と相互ルーブリッ

ク評価を行います。 

 また、クエストエデュケーションを行う高校 2 年生では、地域の大学との協働や外部での発表

を通じて活動成果を発信する活動にも取り組みます。  

 

地域創造概論・演習ともに、評価として数値評価と文章評価を併用します。数値評価をするた

めに、ルーブリックによる観点別評価と、8 つの視点による行動評価を総合的に加味し、数値評

価として相対評価を加味しつつ絶対評価を行います。評価の透明性を明確にし、生徒の活動参画

のモチベーションを維持することができます。 

こうした地域との協働プロジェクトは、テストなど点数的な評価を行うことができません。そ

のため、各プロジェクトや学期の終了ごとのルーブリックによる自己および他者評価による観点

別評価が必要です。また、取り組みの発表や活動を振り返りまとめる表現や思考については、コ

ースを担当する複数の教員で行動評価を行います。  

 

（3）実施プロジェクトの教材化 

 本校がプロジェクト型学習を実践している理由の一つとして、本校で実践しているプロジェク

トを他校でも実践できる教材として整備するためでした。これまで地域の魅力発信ポスタープロ

ジェクトについては県外他校で実践し、教材化に向けて検証と改善を行ってきました。青森県立

鯵ヶ沢高校と三重県立白山高校での協働実践を終えて、実践に必要な時間数や活動に必要な手順

や考え方など、概ね教材化の目処を立てることができました。これは Art の力を地域の魅力発信



~ 7 ~ 
 

に還元するという考え方と、他校へ実践を拡散させるという目的を両立させる教材として大きな

可能性を感じることができました。  

 それ以外にも他校で実践可能な教材として、プロジェクトの検証を行うことが課題でした。令

和 2 年度の 1 年生に実施した 5 つのプロジェクトは、これまでの先行検証をもとに教材化したも

のでした。学外のコンソーシアムメンバーが各プロジェクトのスタートアップと成果報告・評価

を担当し、地域と学校が協働する機会を作りだしました。こうした地域のプロフェッショナルと

共に行うプロジェクトを実践し、その成果や教育的効果を検証しました。各プロジェクトの実施

時間も 25～30 時間程度と、他校でも取り入れやすい時間を想定しました。生徒達の振り返りを

分析すると、プロジェクト毎にそれぞれ異なる生徒が特性を発揮している様子が確認でき、多様

な個性に対応できる教材としての可能性を感じました。一方で、令和 2 年度はマンパワーに頼っ

た実践になっていた感は否めなく、実践できる教員を増やすことが教材化にとって必要不可欠で

あると感じました。 

 

（4）活動の発信と外部評価 

 本校が取り組む外部発信には２つの意味があります。一つは、実施したプロジェクトの拡散の

ためです。本校で実践するプロジェクトは、他校でも実戦可能な教材フォーマットとして活用で

きるようにすることが目標です。生徒達が取り組んだプロジェクトの成果を実際に披露する場を

設定し、実践した効果を多くの地域の方々や他校の学校関係者にご覧いただく予定でしたが、感

染症の拡大によって実現はしませんでした。  

 もう一つは、外部のコンテストや大会で活動を発表することで、第三者からの客観的な評価を

得ることです。普段、生徒の活動を指導している本校教員と学外のコンソーシアムメンバーも評

価を行います。それ以外に客観的な評価を得ることができないかと考え、クエストエデュケーシ

ョンの先行事例として実践していたプロジェクトを外部のコンテストに応募しています。観光甲

子園 2020 訪日観光部門では全国 1 位となるグランプリを、第 5 回 SBP 交流フェアでは青森県立

鰺ヶ沢高校との合同発表で全国 2 位となる三重県知事賞を受賞する成果に繋がりました。コンテ

ストや大会を通して専門の方々からのコメントや評価をいただくことで自分たちの活動を振り返

るきっかけになるとともに、生徒達自身が取り組みについて言語や資料としてアウトプットする

良い機会となり、生徒の自校肯定感が高まっていくのを実感しました。こうした機会をコース全

体に拡大する指導体制を構築していくことが、令和３年の目標となりました。  
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３．地域創造コースのカリキュラムの検証と系統性・評価 

（1）３年間の系統性 

 

学校設定教科として「地域創造」を設定し、調査方法やプレゼン技術を中心とした「地域創造

概論」とアイディア構築や制作活動を中心とした「地域創造演習」を実施しています。地域創造

は教科として地域の魅力発信に取り組むため、単発のプロジェクト実践を行うのではなく、3 年

間を通じた学びの計画が必要であると考えています。高校 3 年間を通して、どのような力を身に

つけるか、そしてそれをどのように生徒達の進路の実現に結びつくのか、教科としての系統性を

定義しました。 

1 年生次には地域のプロフェッショナルから提示された 5 つのプロジェクトについて、衣食住

の観点からプロジェクトの実行方法やプレゼンの基礎、アイディアの構築方法について学びます。

2 年生次には、自ら課題を見つけてその解決に取り組むクエストエデュケーションを実施し、1 年

生次に身につけた課題解決力を活かし実践し、課題の発見からアィディアの実施・検証を行い、

その成果を外部への発信に挑戦します。また成果をもとに外部のコンテストや大会に挑戦し、活

動のアウトプットや専門家からの評価のフィードバックを受けていきます。3 年生次には、地域

のプロフェッショナルと協働して自分たちのアイディアの実現化に取り組むと同時に、学年横断

プロジェクトを通じて後輩達の指導にあたり、プロジェクトの実践者であるとともに指導者とし

て位置づけられます。同時に、地域の企業や団体との企画実現にむけて、さまざまな協働機会を

検討していきます。こうした活動を通じて、様々な視点から多面的に物事を捉えるクリティカル

シンキングやラテラルシンキングを育成し、様々な大学での学びに結びつけたいと考えています。

地域での学びから将来的な地域との関わり方を考えるライフキャリアの育成の場として、カリキ

ュラムを実行することが目標です。  
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（2）１年生の活動の系統性 

 

1 年生次の系統性は、上図のように 5 つのプロジェクトを実施することで、段階的に地域の魅

力発進に必要な力を身につけることができるように考えました。これによって、2 年生次に生徒

自身が進めるクエストエデュケーションの実行力の基礎を養うことも可能になると考えました。  

設定した 5 つのプロジェクトは、地域創造コースの特徴である生徒に身近な衣食住の各視点を

取り入れ、身につけさせたい能力や技能に応じて配置しました。特に 1 年生のプロジェクトでは

Art の視点を盛り込むよう配慮しています。初期のプロジェクトは学校内で完結するよう活動範

囲が狭く設定し、紹介ポスターをグループで制作するという制作過程に重点を置きました。それ

に対し、後半のおにぎりプロジェクトでは、評価半分は実際に販売を検討いただく企業へのプレ

ゼン評価となり、最後の林業プロジェクトでは各グループが衣食住自由な観点からの企画アイデ

ィアのプレゼンのみが評価の対象となっています。これは、プロジェクトの目的がアイディアを

もとに制作するものづくりだけでなはなく、取り組みの熟練度に合わせて発信する力を重視する

ように変化していることを示しています。こうした活動を通じて、アイディアを形にする力・発

信する力・仲間との対話からアイディアを構築する力を育成することを目指しました。地域創造

概論では調査方法やプレゼンテーション技術の習得を、地域創造演習ではアイディアの構築や試

作に取り組み、魅力発信の力を段階的にバランス良く習得できるよう系統的カリキュラムを構成

しました。 

また、本年度のプロジェクトの実践では、取り組みや内容が教科として、そして地域の魅力発

信に適切か判断する必要がありました。そこで、地域創造コース 3 名の教員が実践者になるのは

もちろんですが、各プロジェクトではコンソーシアムの外部メンバーのプロフェッショナルの

方々を協働実践者に迎えて実践しました。これにより、実施するプロジェクトに生徒がどのよう

に取り組むのか、どんな点が問題点なのか、設定したカリキュラムの検証を行うことが可能にな

りました。さらに成果発表の際にはコンソーシアムのメンバーと共に、校内の教員も参加してい

ただくようにしてプロジェクトの検証の機会を増加させました。その結果、地域創造コースのカ

リキュラム 2 年目にむけて改善すべき点が明らかになり、特定の教員だけしか実践できない特異

性を解消することを目指しました。  
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＜参考：1 年生の年間の振り返り＞ 

 

 

 

（3）２年生の活動の系統性 

2 年生次には、自ら設定した地域課題の解決に取り組むクエストエデュケーションが始まりま

す。1 年生次のプロジェクト型学習で身につけた課題解決力を活かし、クリティカルシンキング、

ラテラルシンキングを通して地域の課題に向き合います。自分の取り組む課題がなぜ地域の問題

に繋がるのか、課題の発見から解決への道筋を理論立てて考察することが重要です。自分たちの

興味関心とやってみたいという気持ちだけでなく、地域の魅力発信にどのように貢献できるのか、

中間発表でコンソーシアムメンバーへのプレゼンや外部コンテストへの応募を通して理論の構築

に挑みます。興味関心の近いメンバーでグループを構成して 2 年間かけて取り組むことで、仲間

との対話力や活動内の役割を果たすことを体験的に学んでいき、自分には何ができるのか生徒自

身が考えて学ぶことができます。現在、衣食住の観点から 8 つほどのグループに分かれて、課題

の発見に取り組んでいます。  
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正解やゴールが決められていないクエストエデュケーションにおいて、生徒の興味関心や解決

への糸口となるプロフェッショナルの力をどう結びつけるかが重要になります。様々な方々の力

を借りながらアイディア実行の可能性を探るにあたって、コンソーシアムのメンバーの力を借り

て地域のプロフェッショナルと生徒をつなぐ役割を果たしていただきます。これにより、学校外

の場所を生徒達の学びの場に拡大し、地域で学ぶ機会を増やしていくことが可能になります。  

一方で、グループ活動に特化しすぎると、クラスとしての全体運営が難しくなる危険性があり

ます。そこで、地域創造コースでは中間発表を通して各グループの成果共有を行うだけでなく、

クラスとしての運営を重視した全体で取り組むプロジェクトを実施します。修学旅行を本来の教

育旅行として生徒の成果発表と位置づけ、生徒達で地域の魅力を発信するイベントの企画・運営

にあたるプロジェクトを実施します。こうした少人数グループの活動とクラス全体の活動を同時

並行することで、並列的な考え方や処理、そして様々な活動を結びつけて考える力を養いたいと

考えています。 

 

＜参考：2 年生の年間の振り返り＞ 

 

 

（4）３年生の活動の統性 

 3 年生次は、これまでの地域の学びを活かして将来に向けてのキャリア形成を担う時期と位置

づけています。プロジェクトを通じて多角的・多面的に物事を見る力や、仲間と協働して取り組

む中で見えてきた生徒自身の特性や興味関心を、進学や社会に向けての意思決定に反映させるこ

とができ、次の進路に向けたミスマッチを減らすことに繋がると考えています。1 年生から 2 年

生にかけて取り組んできたいくつかのプロジェクトの中で、生徒自身の興味関心の分野や、プロ

ジェクト実行のための視点や自分の役割が見えて来るはずです。こうした活動を通じて、将来的

な社会との関わり方や、それを実現するための進路の決定に繋げていくことが重要です。また、

多くのプロジェクトを実行していく中で経験する発信の機会は、これからの自己表現に大きく役

立つと考えています。 
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また地域創造コースは 3 年間かけて地域の学びに取り組みます。その過程では、在学期間では

実現しないプロジェクトや世代を超えて協働するプロジェクトなども出てくると考えられます。

地域のプロジェクトはもちろん、県外や海外での活動をこなしてきた経験から、3 年生は自分た

ちのプロジェクトの実行者であるとともに、後輩の指導者として協働プロジェクトを運営してい

く役割を果たします。高校 3 年間のなかで培った経験を活かし、学年を跨いだプロジェクトを実

行するとこで、さらなる実行力を身につけていくことができると考えています。  

 

（5）実践に向けたチーム力向上（チームビルドと心理的安全性） 

 地域創造コースでは様々なプロジェクトに挑戦しますが、グループでの活動を基本としていま

す。その理由は、多くのリーダーを育成するのではなく、それぞれの個性や特性を持った生徒が

それぞれに力を発揮できる場所を与えることが重要だと考えたからです。初回の学校紹介ポスタ

ー制作プロジェクトでも、シチュエーションを考案・言葉を考える・発表するなどそれぞれ違う

生徒が活躍し、さらに苦手な生徒でも発表時にポスターを持つなど陰ながら支える活動をしまし

た。共通の目的に向かって、それぞれが何をしなくてはいけないか、何より何ができるかを考え

行動する力が協働では重要だと考えています。そうした機会を多く設け、様々な役割を経験して

行くことで多面的な理解や多様性に富んだ視点が身につくのではないでしょうか。  

チーム作りには正解はないと感じています。取り組むプロジェクト、構成する生徒が変化すれ

ば、そのチームとしての理想型は変わってくるものです。チームビルドをすることが目的ではな

く、協働を通じて対話する態度を育成し、その後のグループ学習やプロジェクトを通じて成長す

る仕組みを作るための手段です。だからこそ単発 1 回のチームビルドで終わらず何度も繰り返す

ことで、チームとして活動しやすい環境を構築し、自分たちの事は自分たちで決定するという雰

囲気を作りやすくなると考えています。言われたことをこなす「パッシブ」な状態から、自ら考

えて行動する「アクティブ」な状態を造り出し、個々の力を集結した集団としてのパフォーマン

スを向上させることを目指しています。 

実際に、カリキュラム上では１年生次の各プロジェクトのスタート時にチームビルドを実践す

るように位置づけてとしています。チームが形作られる過程や手法を経験的に学んだ上で、小規

模なプロジェクトを実施していきます。そのため地域創造コースのカリキュラムではチームビル

ドの実践を多く積み重ねるようにし、現在それぞれ目的や内容の異なる１３種類の実践をケース

によって使い分けています。  

特に重要視しているのが「マインドセット」です。自分を理解してもらうために「好きなこと」・

「得意なこと」・「期待していること」を伝え、相手を理解するために「価値観」・「信念」・「世界

観」を知ることが必要です。お互い違っていて当たり前、そして互いに正しいという前提のもと

に、共通の目標にむかって進む手段を考えていくことが重要だと考えています。だからこそ、初

年度のプロジェクトは 5 つの小プロジェクトに分けて実施し、さらにその中に 1 回で完結するチ

ームビルドを組み込んでいます。それぞれのチームの発達段階、プロジェクトの難易度や求めら

れる力に応じて、様々にチームビルドを実践します。そうすることで、プロジェクト実施に向け

た試行錯誤の機会やトレーニングを積むことができると考えています。  
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（6）評価の方法と運用 

＜評価に関する考え＞ 

地域創造概論・演習ともに、評価として数値評価と文章評価を併用しました。評価に客観性を

もたせる点から数値評価を取り入れ、数値化のためにルーブリックによる観点別評価と、8 つの

視点による行動評価を総合的に加味し、数値評価として相対評価を加味しつつ絶対評価を行いま

した。評価の透明性を明確にし、生徒の活動参画のモチベーションを維持することがでたと考え

ています。 

こうした地域との協働プロジェクトは、テストなど点数的な評価を行うことができません。そ

のため、各プロジェクトや学期の終了ごとのルーブリックによる自己および他者評価による観点

別評価が必要でした。また、取り組みの発表や活動を振り返りまとめる表現や思考については、

コースを担当する 3 名の教員で行動評価に取り組みました。 

 

＜行動評価基準項目＞ 

①協調性 ： 他者と協力してプロジェクトを進めることができる  

②傾聴  ： 他者の発言に対して共感しようとする姿勢がある  

③調査力 ： 事前学習としての準備ができている  

④分析  ： 調査したことに対してさらに深掘りできる  

⑤リーダーシップ ： 率先して集団を牽引することができる  

⑥クリティカルシンキング ： プロジェクトの問題点や自らの取り組みの本質を捉えようとする  

⑦表現力 ： 成果発表や成果資料を相手に伝わるように表現の工夫や改善しようとする  

⑧スキル ： プレゼンテーション資料や動画・デザイン制作などの表現技能を向上させようとする 

 

行動評価は、地域創造概論・演習で身につけて欲しい生徒の到達目標を示しています。知識の定

着を問うような紙のテストではなく、様々なプロジェクトを実施していく中で、自分の能力の向

上への取り組みや仲間と協働して取り組む態度など、8 つの観点から行動を評価します。取り組

みや発表の成果だけでなく、これまでよりも向上しようとする姿勢や意欲的に取り組む態度も評

価していきます。評価は生徒の自己評価だけでなく、教員や他の生徒からの評価を相互に行って

いきます。 

 またこの行動評価の目的は、もう一つあります。既存のテストによる点数ではなく、それ以外

に発表のスキルやまとめる資料の表現力など、これまでに評価されにくかった部分に焦点を当て

ることができるように考えました。既存の価値観だけでなく、多様な才能を持つ生徒達を互いに

認め評価できることが、この行動評価の大きな目的です。  
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＜ルーブリックによる観点別評価＞ 

実施する各プロジェクト終了時に、ルーブリックによる自己評価と相互評価をおこないます。こ

れは、取り組んだ内容を評価するだけなく、地域創造コースでは生徒達の多様性を重視し、それ

を互いに認め合う仕組みを作ろうと考えているためです。 

 

【地域創造コース ルーブリック表】 

評価 知識・理解 技能・表現 関心・意欲 

Ａ 

・各プロジェクトに必要な知識

について主体的に時間をかけ

て身につけた。 

・プロジェクトにおける課題を

理解し，工夫を重ねた。 

・地域の企業と協働してプロジ

ェクトの課題を様々な技能で解

決した。 

・成果発表において的確に表

現し，外部に発信した。 

・他者と関わりを持って協働し，外部

へＰＲをおこなった。 

・自分の考えをアイディアとして伝え

た。 

・日々の活動に意欲的に取り組ん

だ。 

Ｂ 

・各プロジェクトに必要な知識

を身につけようとした。  

・各プロジェクトにおける課題

を理解しようとした。 

・地域の企業と協働してプロジ

ェクトの課題を解決できた。 

・成果発表を発信した。 

・他者と関わりを持って協働できる。 

・自分の考えをアイディアとして伝え

た。 

・日々の活動に取り組んだ。  

Ｃ ・各プロジェクトに取り組んだ。 
・地域の企業と協働した。 

・成果をまとめた。 

・日々の活動に取り組んだ。 

・他者の考えを聞くことができる。 

 

●ルーブリック評価は、年間行うプロジェクト（高校 1 年生次は 5 回）の各プロジェクト終了時

に、振り返りシートの記入と合わせて行いました。これはプロジェクトに取り組んだ姿勢を、自

己分析とともに他者と相互評価することで、客観的に自分を見つめる機会や他者の多様な能力を

認め合うことに繋がります。学校で設定する地域創造演習で観点の割合を変化させ運用し、地域

創造概論では主に生徒による振り返りによる学習の深まりを評価しました。成績評価のためのル

ーブリックによる観点別評価であると同時に、他者との相互評価を通して自己を見つめると同時

に、多様な価値観を受け入れる姿勢を育成することを目標としました。 
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４．地域創造コース１年生のプロジェクト型学習の取組 

高校 1 年生では、衣食住の観点から 5 つの小プロジェクトを実行しています。昨年度から始ま

った地域創造コースのカリキュラムとして実践し、本年度は実践の拡散のための検証と実践のブ

ラッシュアップに取り組みました。学校設定科目として実践している５つのプロジェクトは、系

統性を重視して企画されています。初期のプロジェクトから徐々に活動範囲を広域に、またプロ

ジェクトゴールを具体的な試作からアイディア提案へと抽象化させています。仲間と協働して企

画を行う実行力や意見・考えを論理的に構成する力のゴールイメージを、発達段階に応じて変え

ていきました。 

 １年生の５つのプロジェクトのうち、ポスター制作プロジェクトは他校でも実践できる教材と

して検証が進んでいました。残りの４つのプロジェクトについても担当教員を配置し実践の共有

化に取り組むとともに、各プロジェクトの教材化に向けて検証しました。本年度は CM・動画制

作について青森県立鰺ヶ沢高校と協働で実践検証を行う予定でしたが、感染症の影響で中止とな

ってしまいました。地域おにぎり制作プロジェクトは近隣の白須賀中学校でも実践して教育的効

果を検証し、森林公園プロジェクトと林業プロジェクトについては来年度から他コースでも実施

することが決まりました。まだ検証が行えていないプロジェクトもありますが、どのプロジェク

トも実施授業時間が 25 時間程度と、他校でも総合的な学習や探究の時間で無理なく実践できる

ことが確認できました。 

 

（1）１年間の流れ（系統性） 

本年度、48 名の生徒を迎え、学校設定教科として「地域創造」を設け、調査の方法やアイディ

アの構築・プレゼン方法を学ぶ「地域創造概論」を週 3 時間、実際のアイディア構築や試作・制

作に取り組む「地域創造演習」を週 2 時間実施しました。高校 1 年次を地域の魅力発信に向けた

調査方法や発信方法を学ぶ基礎段階と捉え、衣・食・住の観点から年間 5 つのプロジェクトを実

施しました。プロジェクトの実施にあたっては、アイディアを形にする力を Art と捉え、ポスタ

ー制作や配色などの本校での実践の蓄積がある活動を中心に構成しました。プロジェクトの実施

内容やプロジェクトの到達目標については、生徒の学びの深まりや経験などを踏まえ、系統性を

意識して構成しました。初期のプロジェクトでは、Art の視点を用いた制作活動やチームでの合

意形成を目的とした活動中心に、後半のプロジェクトではアイディアの構築とプレゼンテーショ

ン能力の向上を目的とした活動へと展開しました。活動の範囲も、初期のプロジェクトでは学校

内で、後半のプロジェクトでは市北部地域という広域へと視点を広げ、生徒たちで魅力を発見す

る範囲や視点を拡大していくよう構成しました。年間を通じてモノづくりからアイディア構築へ、

狭い範囲から広域へという系統性を意識した構成となりました。  
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（1）学校紹介ポスタープロジェクト（浜松学芸高校） 

 

＜活動のポイント＞ 

①学校紹介用ポスターの制作  

 （ポスター制作を通じてデジタルによる Art 表現活動と発信方法を学ぶ） 

②地域創造コース 1 年生 初回プロジェクト（地域創造概論・地域創造演習）  

③Art の視点を取り入れたポスターをデジタル制作する魅力発信の手法を学んだ。上級生による

制作指導や情報科や美術科との連携など、教科を超えた活動を行った。  

④浜松市がデジタル・スマートシティを推進しており、地域の魅力発信も急速に進んでいるため、

デジタル制作による魅力発信の方法について実践した。  

⑤オープンスクール等で成果発表を行い、地域の魅力を発信するコースとして地域に PR する効

果があった。 

 

＜活動の狙い＞ 

地域創造コースに入学した 1 年生が最初に取り組むプロジェクトとして、学校がプロジェクト

の発注者として学校生活を PR するポスターの制作を依頼する形をとりました。これは、生徒に

とって活動範囲を限定的にすることでクライアント（今回は学校側）の要望にあった魅力の切り

取り方やポスター制作という Art の視点を取り入れた制作活動に集中するという狙いのためでし

た。この、ポスター制作は制作の過程が明確で完成の状態をイメージしやすいというメリットが

あります。ポスター制作は本校が教材化として取り組んでいる根幹でもあり、こうした表現の手

法を入学後の早い段階でも体験させたいと考えました。  

また、入学して間もない仲間達と協働して一つの作品を作り上げるために、これまで経験した

ことのないコマーシャルフォトやコピーライトの制作に取り組む中で、グループのメンバーとの

試行錯誤や対話が重要でした。この対話力をあげ、チームとしてパフォーマンスを発揮すること

をもう一つの目標としました。  

 

＜実践紹介＞ 

 入学してすぐのプロジェクトということで、実践前に 2 つの仕掛けを作りました。一つはチー

ムビルドを実施して、対話の重要性を最初に示したことです。これにより、プロジェクト実行中

の生徒同士の試行錯誤が進むようになりました。もう一つはゴールイメージを明確にするために、

卒業生の協力で実際に彼らがポスター制作を行う過程を開示したことです。これにより、1 枚の

ポスターを制作するために細かい配慮を繰り返して多くの撮影を行うことや、様々な場所や角度

で撮影したものの中から選定すること、撮影したデータを画像処理するなど、一連の流れを明確

にすることで、これから生徒達が何をすれば良いのが具体的なイメージを持つことができるよう

になりました。 
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▲卒業生による撮影実演 ▲ポスター制作の実演 

 

 実際の活動は自由に生徒同士でグループ組み、各 6 人の 8 つの集団を構成しました。日常目に

するポスターの特徴や仕組みを座学で学び、そこからグループでの校内のフィールドワークを行

い、撮影候補地を選定していきました。お互いのグループがどのような場所を撮影候補地として

いるかは、校内の LAN 環境を用いた共有システムである C-Learnig 上に掲示板を設定しました。

本校では生徒が持ち込む ICT 機器を授業内で使用しており、学校紹介プロジェクトでも生徒達の

デバイスを用いて撮影データをアップするようにしました。実際のポスター用の撮影は、実践用

に用意した撮影機材を用いて商用クオリティに耐えうる環境で行いました。生徒達は共有掲示板

を見ながら撮影地の偏りやイメージの重なりに気を配り、撮影地を決定していきました。デジタ

ルデバイスを用いることで撮影の試行錯誤が簡単であり、何度も何度も撮影を繰り返していきま

した。 

  

▲生徒は各自のデバイスで撮影練習 ▲撮影地を探して校内をフィールドワーク 

 実際に撮影したデータは 1000 枚に迫る枚数になりました。撮影したデータはポスターに加工

するため、コンピュータソフトの PhotShopCC を使用して編集していきます。生徒達は、色や明

るさなどかなり自由に変更できることに驚きながらも、編集のコツをつかんでいきました。画像

の編集とともに、ポスターにするためのコピーライトを考えていきます。短いフレーズで印象に

残るようにすることは大変難しい作業で、専門にこうした仕事をするコピーライターという職業

があることにも触れました。実際に過去の秀逸なコピーライターの作品などを披露しながら、短

く伝える技術などを学んでいきました。写真単体でみると問題がなくても、実際に文字を入れる

とわかりにくくなってしまったり、全てのグループのポスターを並べたときの統一感がとれなか
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ったり、グループによって制作している枚数が異なったりするなど、実際に取り組んでみて初め

て気づくことがたくさんありました。複数のグループの撮影場所の重なりや、文字サイズや色の

不統一など、プロジェクトの代表となった生徒を中心に、全体の方針を決めていきました。  

  

▲撮影したデータの中かポスター用の素材を選ぶ ▲仮出力を行い編集を繰り返す 

 完成したポスターは A1 サイズに出力し、完成披露を行いました。この披露では、校内の本研

究の運営組織とコンソーシアムメンバーだけでなく、広く校内に呼びかけ多くの参加者にお越し

いただきましたが、最初のプロジェクトの完成報告ということで、制作のプレゼンではなく制作

コンセプトを紹介する程度にとどめました。生徒にとってこれまであまり経験したことのない人

前で報告するという経験に緊張や失敗も多く見られましたが、それでも生徒達自身で企画して運

営すること挑戦し、完結できたことは大きな成果となりました。  

  

▲教員や生徒の前での完成報告 ▲運営委員やコンソーシアムメンバーに向けての報告 

 

＜活動プロセス＞ 

総時間  ：35 時間（学校行事を含む） 

使用機材 ：SONY α7RⅢ・FE85mm・PhotShopCC・ノート PC 

A1 マットコート紙・A1 ノビ対応プリンター（600dpi） 

 

＜活動の検証＞ 

 入学してすぐのプロジェクトということもあり、1 年生のカリキュラムでは入門的なプロジェ

クトのとして位置づけました。そのため、グループ内での対話力やスクラップ＆ビルドを大切に

して、アイディアを形にする制作活動を中心に実践しました。本校ではこうしたポスター制作な
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どの表現活動を Art と位置づけ、表現のアイディアを形にする取り組みを重視しています。地域

創造コースでは、教科のテストの点数では測れない表現する力や仲間と対話する力を大切にして

いるというメッセージを生徒に伝えるとともに、生徒達の中にも多様な才能があることに気づい

て欲しいと考えました。具体的には、ポスターのデザインについて、昨年度の生徒が表現やデザ

インを統一したのに対し、本年度の生徒はそれぞれのグループによって文字のサイズや色などが

異なっても良いというルールを設定しました。これはそれぞれ個性の異なるグループの表現を受

け入れるという姿勢の表れであると感じました。  

また、地域創造コースの最初のプロジェクトとして、生徒達がこれまでにやったことのないポ

スター制作という活動内容を設定しました。これは経験の差による優位が出ないようにするだけ

でなく、経験したことがないからこそ必要になる「まずやってみる」という課題に向き合う姿勢

を育成したいと考えたからです。これまでの選考実践では、生徒達は話し合いを長くしすぎる傾

向が見られました。生徒達は失敗しないように、正解にたどり着きたいという気持ちから長時間

の話し合いを行っており、「まず作ってみる」という試行が起こりにくかったように感じました。

形にしたらこそ見えてくる問題点に再度挑戦することが、地域の魅力を発信する活動をするため

には大切だと思っています。ポスター制作も場所や関わる人が変われば、できあがる作品も変わ

ります。地域の魅力発信も誰も正解を知っている訳ではなく、もちろん私たち教師も何をすべき

か分かっておらず、様々なアプローチを試みることが重要です。だからこそ、生徒達にも、スク

ラップ＆ビルドを実践し、失敗することから課題を見つける経験をして欲しいと考えました。  

また、制作の過程において、他のグループと異なる場所で撮影することに傾いてしまったり、

表現のオリジナリティで差異を出そうとしすぎたりする傾向が見られました。これは自分達が作

りたい・面白いと思い、違いを明確に出そうとしすぎた結果、中学生に向けて学校生活に憧れを

抱くようなポスターを制作するという本来の意図を見失ってしまったためであると分析していま

す。「自分のやりたい」と「クライアントに喜んでもらえる」は異なる、という実社会では当たり

前の事ですが、プロジェクトを通してそうした事を経験して学ぶ場になっていると実感できまし

た。1 枚の独立したポスターを制作するだけでは問題にならないことも、クラス全体として複数

枚を並べる場合など、最終的なゴールをイメージして活動することが大切だと学ぶことができま

した。これは、制作の過程で教員が指導するのではなく、最終的な成果物を並べて初めて生徒達

自身で気づくことができる、そうした教育的な学びの仕掛けをこのポスタープロジェクトの中で

作る事ができたと実感できました。  

 

  

左：上級生の見本 右：1 年生の作品。表現力やアイディア・技術には大きな差が生じている。 
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こうした制作後の気づきを重視した結果、昨年度の生徒の中には 1 年生の 5 つのプロジェクト

の中でも最も印象に残っているという生徒が居たのに対し、本年度は印象に残ったと答える生徒

はごく少数になってしまいました。成果物ができて初めて、うまくいかなかったことや問題点が

あらわになるという教育的な効果に対して、生徒の自己肯定感を上げるという点では他のプロジ

ェクトに対して問題が残った結果になりました。  

また、上に示すように卒業生や 3 年生が制作した学校紹介ポスターのクオリティとは大きな差

があり、地域創造コースで学ぶ 3 年間で表現力や考え方が大きく成長する様子を示すことができ

ました。それと共に、生徒達に足りないものを教師が指摘するのではなく、卒業生や上級生が範

を垂れることで自発的に気づくことができる仕組みを作ることができたことは大きな成果でした。 

   

1 年生の作品 上級生に迫る完成度の作品も見られ、高い表現力を持つ生徒が影響を与えていた。 

 

＜生徒振り返り＞ 
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（2）注染浴衣 染色プロジェクト（白井商事＋二橋染工場） 

 

＜活動のポイント＞ 

①地場産業の注染染めの配色提案  

（地場産業の企業と連携した伝統的な配色技法を学び，新しい配色を提案）  

②地域創造コース 1 年生（2 期生） 第 2 プロジェクト（地域創造概論・地域創造演習）  

③1 年生にとって，はじめて外部の企業と協働するプロジェクト。地元の浴衣企業と染色工場と

協働し，浴衣や染色をとりまく現状の確認や伝統技術の体験を通じて，課題の発見と新しい配

色の提案に取り組んだ。 

④地場産業の魅力を体験し課題を発見することで，高校生の新しい色彩感覚や Art の視点を取り

入れた提案を行い，企画の発信手法について技能を高めた。  

⑤昨年度１期生から引き継がれたプロジェクトであり，実施 2 年目。地域創造コース創設以前か

らの「地域調査班」における活動を含めると，地元の浴衣企業との協働は 5 年目となる。 

⑥生徒が提案した配色案がもとになった浴衣生地が，協働企業である浴衣メーカーにおいて製品

化された。 

 

＜活動の狙い＞ 

 昨年度の 1 期生における活動では，プロジェクトを通して浜松の地場産業である注染染めの美

しさや注染浴衣の着心地の良さにひかれる生徒が多くいました。これは，工場見学などを通して

メーカーや職人の方々のこだわりを見てきたことで，注染染めへの関心・興味を高め，地域への

愛着を深めたことによるものと分析しています。また，自らの染色アイディアが反物や浴衣とい

う形になっていくことに，喜びや達成感を抱く生徒も多くいました。その結果，1 期生において

は，45 名中 13 名が 2 年次のクエストエデュケーションにおいて注染染めに関わる活動に取り組

んでいます。今年度においても，高齢化が進んでいる浴衣産業を活性化させるために，自分たち

で新しい配色案を提案し，自分たちが着てみたい浴衣を実現することを目指しました。  

 浴衣の染色型を用いた注染という伝統的な技法はそのままに，染色の配色を考案することは，

まさに本校の目指す Art の視点を取り入れた活動になっています。浴衣など，日本の和装に用い

られる柄や配色は，外国の方々からも Art として注目されています。また，年齢や性別に関わら

ず幅広く着用することができる浴衣の柄や配色は，現代社会のキーワードである多様性（ダイバ

ーシティー）とも関連させて捉えることができます。  

しかし一方で，現在の浴衣産業においては職人の高齢化に伴い，若い世代の配色感覚がなかなか

取り入れられないという問題点があることを，4 年間浴衣企業と協働するなかで共有してきまし

た。昨年度「これまでのメーカーや職人では思いつかない斬新な配色案だ」とご講評いただいた

このプロジェクトにおいて，今年度も生徒にとっては自分たちの着たい配色を考案する，浴衣企

業・染色工場にとっては新しい配色感覚を取り入れるという，双方にとってメリットがある活動

になるよう計画を進めました。  
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〈実践紹介〉 

染色プロジェクトでは，昨年度から引き続き２つの企業と協働しました。１つは，浴衣の卸衣メ

ーカーの白井商事様です。白井商事様とは，地域創造コース設置以前から，新作浴衣のカタログ

ポスター制作を通じて協働を進めており，今年度で 5 年目となる継続的な協働関係を築いていま

す。２つ目は，こちらも昨年度から引き続きの協働相手となる二橋染工場様です。昨年度の実践

から，職人―メーカー―学校とのタイアップにより，地場産業である「注染浴衣」の技術のすば

らしさと魅力，そして現状と課題について，生徒たちがより経験的に学ぶ場を作ることができる

と本プロジェクトを分析しています。また， 3 者のタイアップだからこそ，生徒が課題に対して

多角的な視点からアプローチすることができます。今年度も，技術面は二橋染工場様に，注染浴

衣の課題や現状，配色アイディアについてはメーカーである白井商事様に助言をいただきながら，

生徒たちは若者向けに訴求力のある浴衣の配色案を考案することで，地域の課題にアプローチす

ることを目指しました。 

  
▲白井商事様による授業。  ▲注染染め生地とプリント浴衣生地を手に取

り，比較する生徒たち。  

 

実践の始めには，昨年度と同様に，まず白井商事様から浴衣の歴史や現状，メーカーの抱える問

題点などをお話いただいたうえで，二橋染工場様から注染染めの技術の説明と実演・体験の授業

を行いました。浜松の地場産業でありながら，生徒の注染染めに対する理解度は決して高くはあ

りません。なかには小学校の社会科見学で染工場に行ったことがある生徒もいましたが，これま

で注染染めを全く知らなかったという生徒も少なからずいました。そうした生徒たちに，プロジ

ェクトのスタートアップの段階で，注染染めに対する理解と関心を高めつつ，その魅力を体験的

に感じさせることが，このプロジェクトにおいては不可欠であると考えています。注染染めは型

紙の長さで生地を折り返すために，規則的に柄と色が上下反転しながら連続することと，裏表が

同時に染まることが大きな特徴です。そうした染色の技術面を理解したうえで配色案を提案する

ためにも，実際の作業工程を自身の目で見て学ぶことはとても効果的であると考えています。ま

た，現在，浴衣は量販店などで安価に購入できるプリント浴衣が主流となっていますが，そうし

た浴衣とは一線を画す手触りの良さや風合い，注染染め独特のにじみやぼかし，そしてそれらを

生み出すための職人のこだわりと手間暇をかけた作業工程に触れたことで，これから自身が魅力

発信をする注染染めに対する愛着を高めることができました。  
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▲二橋染工場様による実演・体験授業。 ▲実際に染め上がった手ぬぐい。 

 

次に，6 人グループに分かれたうえで，実際の配色作業に入ります。配色作業にあたっては，実

際に染色で使われる型紙をコンピュータ上で加工した塗り絵のような作業シートに，水彩色鉛筆

用いて実際に彩色していきます。デザインは，本校の準制服シャツにも採用されている生徒たち

に馴染みのある柄も含め，全 5 柄を用意し，全員が取り組むべき課題柄を１つ，残り 4 つを自由

に選択してよい自由課題とし，それぞれに配色デザインを考えました。配色作業がスタートして

みると，それぞれが思うように配色デザインを考え，黙々と手を動かすグループ，作業に入る前

にまず「どのような人をターゲットに浴衣を配色するか」を相談するグループ，さまざまな年齢

層のファッション雑誌を参考に配色デザインを考えるグループなど，グループごとに異なる動き

が見られました。浴衣産業の抱える職人の高齢化に伴い，若い世代の配色感覚がなかなか取り入

れられないという問題解決に向けて，生徒が主体的に考えながらアプローチしている様子が伺え

ました。 

 

▲白井商事様から提供していただいた染色用の柄 5 種。 

 

配色作業のなかで，昨年度以上に柔軟な発想によるクオリティの高い配色アイディアがたくさん

生まれました。次に，それらのたくさんのアイディアから，最終的に白井商事様・二橋染工場様

に向けて提案する作品を選ぶ作業に入ります。まずは，各グループ内で代表作品を選び，中間投
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票を経て，白井商事様・二橋染工場様に提案する最終選考で発表する作品を選出していきます。

そのなかで，今回のプロジェクトにおいて，最も運用に難しさを感じたのは中間投票でした。中

間投票においては，「どのような基準で投票すればいいのか」という点で，生徒の間で混乱が起こ

ってしまいました。48 名，８グループが，それぞれの感覚・価値観を大切にしながらたくさんの

アイディアを出し，真剣に課題に向き合ってきたからこそ，自分たちの「好きなもの・着たいと

感じるもの」を選ぶべきなのか，依頼をくださった協働先である白井商事様のニーズに沿うもの

を選ぶべきなのか，どこに選考基準をおいて投票するべきなのかで意見が分かれました。これは，

「浴衣産業を活性化させるために，自分たちで新しい配色案を提案し，自分たちが着てみたい浴

衣を実現する」というこのプロジェクトが，前面に「自分たちで新しい配色案を提案し，自分た

ちが着てみたい浴衣を実現する」というメッセージを出しつつ，その背景に「浴衣産業を活性化

させる」→「低迷している浴衣の購買意欲を喚起」→「現状において，高価な注染浴衣の購買層

は若年層ではなく中高年層」→「ターゲットは若年層ではない」というメタメッセージを有して

いたためだと分析しています。このダブルバインドの間で行われた中間投票は，話し合い，立ち

どまりながら当初の予定を大幅に超過し，4 時間にも及びました。特にプロジェクトを運営する

役割を果たした生徒の負担は大きく，悩みながら進行役を務めていることが伝わってきました。

生徒においては，何か作り上げていく過程のなかで，多様な考え・意見が出ること，そして，そ

のなかで合意形成することの難しさと大切さを学ぶことができた，今後の活動において糧となる

経験となったと考えています。また，本プロジェクトが抱える課題が浮き彫りになったできごと

でもありました。中間投票においては，最終的に課題部門 6 作品・自由課題部門 10 作品が選出

されました。 

 

 

  

▲配色作業の様子 ▲中間投票の様子 
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▲最終選考に選出された配色デザイン。各配色デザインにふさわしい名前も生徒がつける。 



~ 27 ~ 
 

 

 

▲運営役を務めた生徒の振り返りシートより。 

 

 最終選考では，中間投票で選出された 16 作品にそれぞれ担当を決め，白井商事様・二橋染工場

様に向けたプレゼンテーションを行いました。その際，各配色デザインに名前を付けることで，

配色の特徴やイメージを伝わりやすくするとともに，生徒自身にもプレゼンテーションを担当し

た配色デザインへの理解と愛着を促します。地域のプロフェッショナルの方々へのプレゼンテー

ションは初めての経験でもあり，生徒たちは緊張感を持って臨みました。  

最終選考においては，プレゼンテーションと併せて，実際に生徒が彩色した配色デザインを確認

していただき，その場で両社による選定・講評が行われました。話し合いの結果，白井商事様・

二橋染工場様からは 3 作品を選出していただき，「これは私たちメーカーや職人では思いつかな

い発想だ」「このような配色デザインは，職人として『染めてみたい』という気持ちにさせられる」

と高く評価していただきました。  

 

   
▲プレゼンの様子 ▲審査の様子 ▲両社による選定 

 

本プロジェクトの最後に，両社によって選出された 3 作品と，次点の評価をいただいた 2 作品の

計 5 作品を，生徒が彩色した配色デザインをもとに，二橋染工場様で実際の反物に染めていただ

きました。残念ながら，今年度はコロナウィルス感染症対策として，実際に染める様子を生徒が

見学することは叶いませんでしたが，後日完成した反物が届くと，生徒たちからは大きな歓声が

上がり，自分たちのアイディアが形になったことに喜びを感じていることが伝わってきました。

また，その後白井商事様において，生徒が提案した配色案がもとになった浴衣生地が商品化され
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ることになりました。本プロジェクトのねらいが，生徒・協働相手双方において実現できたとい

う手応えを得ることができました。  

 

  
▲生徒の配色をみながらの染色作業 ▲染め終わった反物は自然乾燥される 

 
   ▲完成した反物と，配色デザインを考えた生徒たち。 

 

＜活動の検証＞ 

 この注染浴衣染色プロジェクトは，生徒たちにとって，初めて地域のプロフェッショナルの方々

と協働する活動です。今年度も，プロジェクトのスタートアップから成果報告・評価まで，白井

商事様と二橋染工場様に参画していただき，実践することができました。  

多くの生徒たちにとって，「注染染め」はこれまであまり馴染みのないものでしたが，両社の授業

を受け，体験的に注染染めについて理解するなかで，生徒たちはその魅力に目を向け，関心を深

めることができました。特に，メーカー・職人の方々の注染染めに対する熱い思いに触れるなか

で，生徒たちにもその熱が伝播していく様子が感じられました。これは，私たち教員では決して

生徒に伝えることができないもので，地域のプロフェッショナルの方々から学んだからこそ得ら

れたものであったと感じています。その熱を原動力に，生徒たちは本プロジェクトで示された「注

染染めが抱える課題＝職人の高齢化に伴い，若い世代の配色感覚がなかなか取り入れられないこ
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と」の解決に向けて，自ら考え，周囲と協働しながらアプローチすることができました。こうし

た経験こそが，「地域で学ぶ」ことの意義であり，地域の魅力発信につながるものであると実感し

ています。 

また，このプロジェクトは昨年度から引き続いて 2 年目の実践であり，教材としてのプラットフ

ォーム化を進めることも今年度も目標の１つでした。今年度の実践のなかで発見した教材として

の課題は以下の 2 点です。 

 

① 前述した通り，「浴衣産業を活性化させるために，自分たちで新しい配色案を提案し，自分た

ちが着てみたい浴衣を実現する」というこのプロジェクトの方針が，前面に「自分たちで新し

い配色案を提案し，自分たちが着てみたい浴衣を実現する」というメッセージを出しつつ，そ

の背景に「浴衣産業を活性化させる」→「低迷している浴衣の購買意欲を喚起」→「現状にお

いて，高価な注染浴衣の購買層は若年層ではなく中高年層」→「ターゲットは若年層ではな

い」というメタメッセージを含み，ダブルバインド状態になりかねないこと。プロジェクトと

して何が求められているのかをもう少し明確に伝える工夫が必要であると感じました。  

② 配色作業において，注染染め特有のぼかしを表現するために水彩色鉛筆を用いて彩色してい

ましたが，実際に反物に染める段階において，職人の方から「色鉛筆の彩色は『イメージ』は

伝わっても，実際にどう染めるかがわかりにくい」というご意見をいただいたこと。実際に反

物にする作品については，コピックやデジタル処理，カラーチップを用いるなど，改善すべき

点だと感じました。 

 

課題や改善点はあるものの，本プロジェクトは生徒が地域に目を向け，その魅力発信に寄与した

いという思いを醸成する活動として大変有効であると分析しています。また，本活動を基盤とし，

注染染めの魅力を発信するより発展的なアプローチは多様に考えられます。そうした汎用性の高

さも，本プロジェクトの大きな強みです。今後も，改善を重ねながら，本プロジェクトの実践・

検証を継続していきたいと考えています。  

 

～本プロジェクトを基盤とした，注染染めの魅力発信活動の実践例～ 

  
▲商業施設での注染浴衣イベント ▲注染生地を用いたシャツの提案 
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＜生徒振り返り＞ 
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（3）森林公園 PR プロジェクト（森林公園森の家＋ヤタロー観光事業部） 

 

＜活動のポイント＞ 

① 静岡県立森林公園の利用促進 CM とポスターの製作 

（コマーシャルの手法を用いた CＭ動画とポスター制作） 

② 地域創造コース１年生 第 3 プロジェクト（地域創造概論・地域創造演習） 

③ 市内北部にある森林公園を舞台に、現地でコンセプトの異なる３本の動画の撮影や、第一プロ

ジェクトの経験を生かしたポスター撮影など、魅力発見のためのフィールド調査に基づいた

制作活動を行った。 

④ 現地の綿密なフィールド調査に基づき、グループのコンセプトに合わせた撮影場所の選定や

撮影方法を考え、魅力の発信にコース全体で取り組んだ。 

⑤ 森林公園森の家の公式 HP で CM 公開とともに館内にポスター掲示を実践している。 

 

＜活動のいきさつ＞ 

 浜松市北部にある静岡県立森林公園は、広大な敷地面積をもつ地域に愛される公園で、現在は

民間に管理委託されています。この委託を受けている企業であるヤタローグループ様から昨年に

引き続き、PR 企画の依頼をいただきました。ヤタローグループ様は、本研究のコンソーシアムの

メンバーでもあり、地域創造コースの前身となる部活動の地域調査班と協働して公園ポスターや

PR の CM を制作していました。その活動を地域創造コースのプロジェクトとして、授業内で実践

することにしました。 

 

＜活動の狙い＞ 

森林公園プロジェクトには大きく３つの狙いがありました。一つ目は、CM 動画の制作に挑戦し、

新しい表現の方法を習得することです。動画制作は静止画のポスター制作に比べて難易度が高く、

様々な表現や編集の工夫が重要です。新しい課題に挑戦することで、試行錯誤の機会を設けよう

と考えました。二つ目は、限られた時間の中で活動することです。当初の計画では、CM 動画やポ

スターの撮影は３日間の宿泊合宿を行い、その中で撮影をする予定でした。しかし、感染症の拡

大にともない、日中のみの 3 日間で実施しました。この限られた時間の中で、最終的にアイディ

アを構築し実行するアイディアソン（アイディア＋マラソンをかけ合わせた造語）形式で実践す

ることで、計画に時間をかけるのではなく、状況に合わせてスクラップ＆ビルドする、臨機応変

な思考や対応力を習得させることを目指しました。三つ目は、大人数での活動を通して、組織づ

くりや役割分担、情報共有の重要性を学ぶことです。本校では、学校行事である文化祭で、地域

創造コースに所属する生徒全員で行うプロジェクトを計画しています。１００名以上がかかわる

大型のプロジェクトを運営するために組織としての活動を経験することで、一人一人が何かしら

の役割を担い、自ら進んで活動にかかわっていけるようにすることも本プロジェクトの重要なポ

イントでした。 

 

＜実践紹介＞ 

9 月初旬に、コンソーシアムメンバーでもあり静岡県立森林公園の指定管理者でもあるヤタロ

ーグループ様に来校いただき、施設の紹介や問題点についての講義をしていただきました。その



~ 32 ~ 
 

中で、本プロジェクトの CM 動画やポスター制作の課題を提示していただきました。多くの生徒が

今までに森林公園を利用したことがありましたが、実際には小学生くらいのことでした。そこで、

幅広い世代に向けて、公園の魅力を発信するための動画制作が始まりました。 

本プロジェクトではクラスを３つのグループに分け、どのように魅力を発信したらよいかアイ

ディアの検証を行いました。しかし、森林公園に訪れていたころの幼い時の記憶だけでは、どん

な魅力があるのかを鮮明にイメージすることができずなかなか良いアイディアが思い浮かびませ

んでした。そのため、まずは前回までのプロジェクトの学習を思い出し、ターゲットの選定やど

のような動画にするのかを話し合いました。PR する対象に合わせた登場人物やストーリーの細か

な設定を考え、そこに合うロケーションを見つけるという方法で事前の活動が進んでいきました。

しかし、今回のプロジェクトはグループの人数が多く、意見をうまくまとめることに苦戦する姿

が目立ちました。また現代では、SNS を通じて様々な動画に触れる機会が多いことから、無意識

のうちに、「魅力を発信する動画」から「自分たちが撮りたい動画」に目的が変化してしまいまし

た。その結果、生徒同士のミーティングは様々な意見が出てきてしまい難航するなかで、次第に

積極的に活動する生徒とそうでない生徒に分かれてしまい、活動が停滞してしまいました。そこ

で教員側から、このプロジェクトの目的を再確認することと、現地でフィールド調査を行い自分

たちの目で魅力を発見することを提案しました。 

学校行事の日程を効果的に活用し、現地でのフィールド調査を行いました。実際に現地で活動

することで、ネット上で紹介されていた場所や写真で見た風景だけでなく、より自分たちの構想

のイメージに近い場所を見つけることができました。その反面で、様々なロケーションから新た

なアイディアが次々と生まれたため、意見が衝突するグループも出てきました。また、初めての

屋外での活動を通して、撮影には天候や時間帯によって受ける影響が大きいことを実感すること

もできました。しかし、グループ全員で現地を調査することができ、自分たちがどのような場所

で何をするのかというゴールイメージを朧気ながら共有できたことで、活動が進んでいく大きな

きっかけになりました。調査結果から構想の修正や撮影地の選定を進め、撮影本番に向けての準

備が始まりました。活動の中で、撮影する時間帯やどんな順番で撮影していくかを考えるため、

香盤表の制作をするという提案が出ました。香盤表は、上級生が昨年の活動で用いた、出演スケ

ジュール表で、この仕組みを自分たちも取り入れ、管理していこうと考えていきました。その結

果、一人一人の撮影日の動きや役割分担が明確になり、グループへの参画意識を高めることがで

きました。 

 

  

▲撮影風景 ▲動画の検証 
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３日間の活動では、制作した香盤表をもとに各グループの撮影が進んでいきました。しかし、実

際に進めていくと、当初の香盤表通りにいかず、予定より早く進んだり遅れたりするという現象

が出ました。その際に、生徒達は SNS を用いて進行状況を共有し、事前に次の撮影を準備させる

など臨機応変な対応をする生徒が見受けられました。また、当日に教員側から撮影データの不足

を指摘されたグループもありましたが、その場でアイディアを出し合い、当初の出演メンバーだ

けでなく、グループ全員で出演しました。撮影したデータは、その場ですぐ確認し、納得いくま

で撮影し直しました。また、編集作業もすぐに行い、翌日の撮影に反映できるようにしました 

アイディアソン形式で行われた３日間の合宿を終え、最終的には２分弱の CM 動画３本とポス

ターを７枚製作することができました。活動を通じて、意見が衝突しても、お互いを認め合い歩

み寄ろうとする姿が見受けられ合意形成をする能力が向上したと感じました。そして、コースの

メンバーが少しずつチームとしてまとまっていくことを実感できました。活動のまとめとして、

ヤタローグループ様と森林公園管理者へ向けて、制作した動画とポスターの成果発表を行いまし

た。当日は、報道機関の取材も入り、生徒たちにとって自分たちの活動が認められたことを実感

することができる機会となりました。運営に関わった生徒は、グループの人数が多く大変だった

がとてもやりがいのある活動だったと振り返っていたのが印象的でした。 

 制作した CM 動画は現在、静岡県立森林公園森の家の HP 上で公開されており、多くの方に視聴

していただいています。また、制作したポスターは森林公園内のレストラン施設の壁面に掲載さ

れており、来場される方々からも高い評価をいただいており、今回の活動が地域の方々に還元で

きていることを感じました。さらに、年度末には、施設の運営委員会へ活動の報告を行い、感謝

状をいただきました。 

  

▲スタッフの方々への成果報告（動画） ▲スタッフの方々への成果報告（ポスター） 

 

＜活動プロセス＞ 

総時間 ：３１時間＋現地活動４日 

成果  ：web 用 CM 動画３本・ポスター７種 

使用機材：Panasonic G100v 、 FZ1000M2 ×2 台 

 

＜活動の検証＞ 

本プロジェクトを通じて、活動を進めていくにつれ一人一人がグループの中でどんな存在なの

かを考え、率先した行動をとることができる生徒が増えてきたことで生徒の成長を実感しました。
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活動をしていく中で提案された「香盤表の作成」は、まさに前回までのプロジェクトの反省点を

改善するために考えられたものでした。以前の学校紹介ポスタープロジェクトでは、撮影の順番

を待つ時間のロスや次の指示を待ち活動が停滞してしまった生徒が出てしまいました。森林公園

の敷地はとても広く一般の利用者もいるため、どのように撮影を進めていくのかを共有し、自分

が今何をしなければならないかを一人一人が考える必要がありました。香盤表を作成した結果、

グループ全員での情報を共有が進み、先回りした行動をとる生徒が現れ始めました。特に、バー

ドピア・木工館を撮影場所に使用したグループでは、施設内の状況を SNS で逐一報告し、混雑時

には撮影順番を変更するという、臨機応変な対応をとることができました。 

また、プロジェクトを進めていく中で、３つのグループが互いに進捗状況を確認していくこと

も必要でした。そのため、事前学習から全ての授業で、グループの状況を共有するためのミーテ

ィングの時間を設けました。その結果、それぞれのグループのコンセプトや題材、撮影方法など

重なることなく、様々な視点から森林公園の魅力発信ができたのではないかと考えています。ま

た、それぞれの班で出た失敗や課題も共有し、互いにアドバイスし合うということも行われ、グ

ループの枠を超えてコース全体の一体感も同時に生まれていました。 

このプロジェクトの重要なテーマであるアイディアソン形式について、生徒達に投げかけた最

も重要なことは時間の使い方でした。高校１年生のプロジェクトということもあり、アイディア

を構築することもプロジェクトを組織的に運営することも経験がなく、何事にも時間がかかりま

した。最初は失敗することが怖く、正解を探そうとするあまり決断が遅く、活動がムーズにいき

ませんでした。しかし、決められた期間で活動するためには、時間の配分に注意しなければなら

ず、生徒たちは活動の中で何度も選択を迫られました。そこで必要なのは、腰を据えて話し合う

内容なのか、即決して行動に移す内容なのかを判断することです。経験がない以上、たくさん挑

戦してどのような結果になったのかを検証することが重要です。その場での検証・調整を短時間

で行い、試行錯誤を繰り返すことで足りなかった経験を補い、協働することの大切さを学ぶきっ

かけとなりました。それにより、それぞれの生徒が自分にできることを発見し、実行する分業体

制ができ、チーム全体のパフォーマンスが向上させることができました。 

今回のプロジェクトで最も有益だったと感じたのは、現地のフィールド調査を全員で行うこと

ができたことだと思います。現在では、ネット上で検索をすることで、写真や施設紹介、口コミ

など様々な情報を得ることができます。しかし、魅力を発信するという活動をしている以上、ま

ずは自分自身が実際に施設に足を運び、目で見て、肌で感じて自分たちが魅力的だと感じたもの

を発信しなくてはなりません。どんな方々がどんな目的で利用しているのかを観察し、実態をつ

かむことも重要です。しかし、感染症拡大下では、教員側から積極的にフィールド調査を促すこ

とが難しく、学校行事としてフィールド調査を行うことができたのはとても貴重な機会でした。

実際に現地を訪れることで、一人一人が見つけた魅力を共有し合い、イメージの共有が進んだこ

とが活動を活発化させていくきっかけとなりました。 

 制作した動画やポスターは、森林公園様でも高い評価を頂くことができました。CM 動画はホー

ムページ上で公開していただいており、ポスターは園内のレストランで掲示していただき、来場

者へ本校の活動のアピールにつながりました。３月に森林公園の運営委員会への成果報告を行い、

地域に対しての還元と活動のアピールをすることができました。 

今回のプロジェクトは、生徒達からの満足度も高く、学年末の振り返りでも多くの生徒が印象

に残ったプロジェクトとして挙げていました。そして、２年生で行われるクエストエディケーシ
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ョンでは、動画を用いた PR を考えているグループが出てきています。その中で、高校生 CM コン

テストの動画部門にエントリーしグランプリを受賞したり、企業の CM 動画に挑戦し採用された

りしました。少しずつ活動が地域社会に認められ、活動の場も広がってきつつあります。また、

将来の進路に関しても、本プロジェクトの活動がきっかけとなり映像やパフォーマンスにかかわ

る職業に興味関心を抱き、進路研究を進めている生徒もいます。このように、授業で行った内容

がそのまま将来のキャリア教育と結びついていることを実感することができました。 

 

＜生徒振り返り＞ 
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＜成果物＞ 

 

ホームページに掲載されている CM 動画 

 

          静岡県立森林公園 PR 動画 2021 その 1 

園内の西側にある広大なスポーツ広場やイベント広場を PR 

 

 

          静岡県立森林公園 PR 動画 2021 その２ 

          森林公園の玄関口である森の家を PR 

 

 

          静岡県立森林公園 PR 動画 2021 その３ 

          バードピア浜北や木工体験館を含む中央エリアを PR 

 

 

 

 

   

▲制作したポスター 
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（4）おにぎりプロジェクト（池田様＋ヤタローグループ＋遠州ビジネス交流会） 

 

＜活動のポイント＞ 

①静岡県西部の遠州地域の食材と食文化を反映した高校生が考えるご当地おにぎりメニュー開発 

②地域創造コース 1 年生 第４プロジェクト（地域創造概論・地域創造演習） 

③静岡県西部地域の企業様向けに，地域食文化を反映したおにぎりを作製した。作製する過程で

調理実習を何度も行い改良を繰り返し，産地や原価について学び，販売に向けた提案を行った。 

④衣食住の観点から地域の魅力化に取り組むなかで，食の観点を試作だけでなくコスト面からも

考え，継続的な販売商品になるように取り組んだ。 

⑤コンソーシアムに向けて成果発表を実施した。試作したおにぎりは，協働に名乗り出てくださ

った企業様と販売へ向けて市販化への改良に取り組む予定である。 

  

▲池田様によるスタートアップ    ▲構想づくりに先輩がアドバイス 

 

＜活動の狙い＞ 

 全国でも 2 番目の面積を誇る浜松市は,南北に大きく広がりを持ち気候は年間を通して温暖で

あり，一次産業の農業や漁業も盛んな地域です。そこで高校生の視点で地域の食材を使って誰も

が知っているおにぎりを商品化することで，地域の魅力発信へ繋がるとともに，地元の企業様と

の協働のきっかけになるというゴールを設定できました。ただ，生徒たちに伝えたことは，企業

からは今回のアイディアが採用される保証はなく，おにぎりの出来映えと当日のプレゼンの両方

に重きを置いて活動することを狙いとしました。昨年度は事前に企業様からの依頼をもとに実施

しましたが，今年度は本校から地域の企業に売り込んでいくというスタイルを採用したため，生

徒にとっては，よりシビアなプロジェクトになるということを共有して実行しました。 

 

＜実践紹介＞ 

 生徒は，スタートアップの前にあった 1 時間のアイディア構築の中で，自分たちなりのおにぎ

りに対する知識を整理しました。次の授業ではプロジェクトの開始として，コンソーシアムメン

バーの方から授業をしていただき，課題の提示とゴールイメージの共有を行いました。おにぎり

の歴史やなぜおにぎりなのかの背景を踏まえ，予定販売価格や大きさなど具体的な課題を共有し

ました。 

 試作 1 回目まではアイディア構築の時間を 4 時間とり，1 チーム 6 名の 8 グループでの検討を
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行いました。おにぎりという普段の生活の中で何気なく触れる機会も多く身近なものにもかかわ

らず，話し合いがスムーズには進まなかったチームも見受けられました。そこで教員サイドは地

元にちなんだ要素や，高校生だからこそ出るアイディアを意識していくように助言を行いました。

それにより生徒の活動は活発化し，遠州地方の特産物や昔ながらの地元の食事のメニューや文化

的な要素についての調査が進みました。 

1 回目の試食作製の実習では，調理の知識の乏しい生徒の実情に合わせて，米の炊飯に関する

水分量などの確認からはじめていきました。最初の試食では，白米は上手に炊けたもののおにぎ

りとしてはなかなか完成には程遠いチームや，事前に家庭の協力を得て試作の前段階までを済ま

せていたためまずまずの手ごたえを持ったチームが出てきたり，達成度は異なりながらもアイデ

ィア形にするという最低限の目標は達成することができました。チームとしての動きを見てみる

と他の実施プロジェクトに比べて男子が率先して関わっていることに気がつきました。役割分担

は事前にあまり決めていなくても生徒各自が主体的に関わろうという意識をもち，準備から片付

けまで時間内に終えることができました。 

2 回目の試作では，前回の試作の反省点を生かした改善に取り組み，材料を足して特色を出す

のではなく引き算で具材を際立たせていくグループが出てきました。試食を教員にお願いして検

証材料を集める積極的なグループが出る一方で，改善点が見つからずにうまく進めないグループ

も散見されました。2 回目の試作は前回の試作からの期間が短く，大きな変更をするまでには至

らないグループが多く出たことは今後の授業日程に課題を残しました。 

試作と検証を重ねていく中で，自分たちの作りたいものを作る傾向が強くなってきているグル

ープが出てきたため，1 時間の授業を使ってマーケティングに関する内容を学習しました。商品

の対象となる人たちのターゲティングやペルソナなど具体的な手法について学び，「なぜ」の部分

に生徒たちが向き合える時間になりました。マーケティングについての学びをきっかけにして 3

回目の試作へ向けては話し合いが活発になり，使用する材料について生産者の方に実際に話を聞

くなどの動きが出てきました。企業とやり取りも生徒主体で行うことで責任ある発言や意識が生

まれました。また，大きくコンセプトを変えてメニューを改善したチームは，自分たちが食べた

いという視点から，地域の食材を見るという視点の大切さに気づくことができました。 

3 回目の試作では，実際のプレゼンに向けた味の再現性と確認をテーマに行いました。実際に

商品として販売するためにはレシピとして材料や分量を確立し，誰でも再現できるように工程を

細かく確認していきました。原価計算もプレゼン評価に含めるため，最終調整をして味と価格の

バランスを探りました。 

本番のプレゼンまでは，役割分担を考えてプレゼンの準備に時間を使いました。また，自分た

ちのアイディアの何が強みなのかをよく考えて，各グループがプレゼンの特徴を出せるように働

きかけました。その結果，チームによっては原価率をアピールしたり，希少性を訴えたり，意外

性のあるアイディアでアピールしたりするなど，メニューだけでなくプレゼンの特徴にも違いが

出せるようになりました。 

最終プレゼン日は，午後の審査へ向けて午前中から食材の仕込みと調理に取りかかりました。

今回の審査は，全コンソーシアムメンバーへ参加を呼びかけ，さらに，地元の飲食店のオーナー

にも来校頂きアイディアコンペ形式で行いました。各グループが審査に来場した 13 名分のおに

ぎりを調理し，自分たちのおにぎりを PR するためのプレゼンテーションを行いました。プレゼン

テーションでは生徒は原稿を読むようなプレゼンではなく，評価いただく方々へどのようにした
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ら伝わるのかをよく考え，話すテンポや表情も意識できるようになりました。各グループの特徴

も様々で，プレゼンソフトでビジュアル面を重視したり，あえてアナログな手書きのボードを作

成したりと工夫が見られました。今回のプレゼンテーションの審査基準は，おにぎりの味とプレ

ゼンでのアピールの両方を基準としました。そして今回の審査は人気投票だけでなく，飲食店の

オーナー様も参加していただけたので，各グループのおにぎりに対して青色の札は「美味しかっ

た」，黄色の札は「アイディアを他の企業に紹介しても良い」，赤色の札は「自社で販売を検討」

と設定し，実際に商品になる可能性を示していただきました。人気投票では，この地域特有のメ

ニューを反映した「遠州焼き風おにぎり」が 1 位を獲得しました。そして実際に販売の可能性が

あるおにぎりは，後日，2 社から問い合わせをいただけました。その１つは全種類を再度飲食店

でお客様に対してテスト販売を行い，その中での人気のあるものをグランドメニューの中に取り

入れたいという希望を頂きました。もう一つは，市内のイベントスペースにて一般の来場者へ向

けてプレゼンテーションをしてもらいたいという希望が出ました。どちらの提案についても実現

へ向けて検討を進めていく計画へ繋がりました。 

  

▲試作の様子 ▲中間報告を外部に公開 

  

▲教員とも協働する様子 ▲レシピは記録して残す 

 

＜実践紹介＞ 

総時間  ：37 時間 

成果   ：おにぎり案 8 種 

使用機材 ：調理器具・プレゼンテーション用 PC 
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＜活動の検証＞ 

 本校におけるおにぎりの実践は昨年度から実施しました。企業との協働することが目標の一つ

でしたが，昨年度に採用された案は企業側の都合により販売するというところまでは至っていな

いのが現状です。感染症をとりまく現状も加わり，市販化の活動を拡散させることの難しさを感

じています。ただ，時期を見て販売できるように粘り強く交渉は継続していこうと考えています。

そして，今回のプロジェクトでは実際に飲食店を経営されている方が審査に参加して頂けたこと

で，生徒にはアイディアを販売現場の方に直接評価して頂くという経験をすることができました。

そのため，各グループが単なるご当地おにぎりのレシピの発案ではなく，実際に販売というゴー

ル目標を設定でたことで挑戦する気持ちを継続させることができました。生徒たちは中学までの

地域学習では職業体験などが中心で，自分たちでプロジェクトを実施するということはほとんど

ありませんでした。そのため，「おにぎり」という題材は何をするのかという具体的なゴールをイ

メージさせる「商品の形・販売」という完成形がビジュアル化しやすく，生徒が活発に活動でき

ると感じました。普段は女子生徒の方が活発に活動しているクラスですが，本プロジェクトでは

男子生徒が主体的に活動する姿が印象的でした。教師側が用意した結果に落とし込むのではなく，

生徒と教師・そして授業者として参加するコンソーシアムメンバーを含めたプロジェクトに関わ

る全メンバーが共通のゴールイメージに向かって模索するために，教師が伴走者であり生徒とと

もにチームの一員となって活動することができたと感じました。 

 また，本プロジェクトでもコンソーシアムのメンバーが授業実践者として参加しました。この

コンソーシアムメンバーがプロジェクトの開始の授業を担当する本校独自の仕組みは，生徒のモ

チベーションを効果的に上げる要因となりました。コンソーシアムメンバーから指導頂く商品の

流通や原価率などのマーケティングや販売対象を絞り込むターゲティングなどの基礎知識は，普

段の授業では扱うことのない分野であり生徒達にとっては新鮮な学びになりました。こうしたプ

ロジェクトを実施する際に，プロジェクト実行者の熱量が高い点や，実際の地域やゴールイメー

ジが明確であると生徒たちの活動も活発化していくと感じました。 

 プロジェクト終了後のアンケートの結果，教材として大きなメリットがあったこの「おにぎり

プロジェクト」は，生徒にとって最も印象に残ったプロジェクトになりました。 

 

  

▲プレゼンの様子 ▲最終審査の様子 

 

 



~ 41 ~ 
 

＜生徒振り返り＞ 

 

 

 

 



~ 42 ~ 
 

（5）林業プロジェクト（永田木材） 

 

＜活動のポイント＞ 

①プロフェッショナルによるレクチャーや木材の伐採現場と製材工程の見学を経て、林業・製材・

木材卸売の業界が抱える課題解決のためのアイディア構築を目指す。 

②地域創造コース 1 年生 第 5 プロジェクト（地域創造概論・地域創造演習） 

③「地域の林業が抱える課題の解決」を共通テーマとして、生徒たちが衣・食・住の各観点から

アプローチを試みた。 

④地域で製材業を営む永田木材と協力し、1 学年の集大成として各グループによるアイディアの

プレゼンを実施すると同時に、それを WEB 上でライブ配信した。 

 

＜活動の狙い＞ 

 林業プロジェクトは、地域創造コース 1 年生で最後に実施するプロジェクト型学習です。本校

の所在地である浜松市は、平成 17 年の大規模な市町村合併によって、旧天竜市や旧春野町といっ

た北部山間地域を含む広大な市域を擁する自治体となりました。これらの山間地域で主要産業と

されているのが林業であり、特に天竜地区で産出する「天竜杉」は国内でも有数のブランド木材

として高い知名度を誇っています。しかし近年は、安価な輸入材にシェアを奪われたことで林業

が衰退し、これらの地域は人口減少の一途をたどっています。天竜地区における林業は約 500 年

にもわたる歴史を有しています。林業プロジェクトは、このような地域の伝統産業を授業のテー

マとすることで、これまでよりも更に大きなスケールで地域の魅力発信や課題解決に取り組み、

1 学年の集大成としての意味合いを持たせたプロジェクトとなっています。 

 またこれまでのプロジェクトでは、地元企業の協力を得て、生徒たちが「試作品」という形で

アイディアを具体化することを重視してきました。一方で、林業をテーマとした課題解決や魅力

発信のアイディアとなると、扱うフィールドや製品の規模が大きくなり過ぎてしまい、生徒自身

による試作作業は困難を極めると予想しました。そこで本プロジェクトでは、永田木材様による

協力のもと、地域の林業界に関するレクチャーや伐採・加工現場の見学といった体験的な学習を

下敷きとしたアイディア構築に大きな比重を置き、そのプレゼン内容を評価することとしました。

これにより、これまでのプロジェクトが「製作やアイディアの具体化」に重きを置いていたのに

対し、本プロジェクトは「より精緻なアイディア構築力・企画力・プレゼンテーション能力」を

重視するものとなります。こうすることで、2 学年のクエストエデュケーションで必要となる課

題発見能力やクリティカルシンキング、ラテラルシンキングの能力を育てることを目指しました。 

 

＜実践紹介＞ 

 まずはプロジェクトのスタートアップとして、コンソーシアムメンバーである永田木材様から、

地域の伝統産業である林業の概要とそれが抱える課題に関するレクチャーを行っていただきまし

た。この際、昨年度の林業プロジェクトで「JAS 規格や FSC 認証といった木材の付加価値に関連

する内容を詰め込み過ぎてしまい、アイディア構築時に考慮する要素が多くなり過ぎてしまった」

という反省を踏まえ、「持続可能な林業を実現するためのアイディアを構築する」といった具合に

生徒へ示すテーマの内容を絞り込みました。また、事前に打ち合わせを重ね、「東京オリンピック・

パラリンピック選手村で使用する建材調達」「スターバックスコーヒー浜松城公園店の店舗設計」
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といった実際に永田木材様が携わった業務を例に挙げた授業を行い、生徒が林業を身近な産業と

して捉えることができるような改善も行いました。 

 永田木材様によるレクチャーの後、浜松市北区の引佐地域にて、木材の伐採や加工現場の見学

とフィールドワークを丸一日かけて実施しました。これまでのプロジェクトではプロによる製造

や加工の現場を直接体験する機会が無く、生徒にとっては自分が関わるプロジェクトについての

現実感が薄い状態が生まれてしまいがちでした。そのため本プロジェクトでは、「伐採」「製材」

「乾燥」「出荷」といった作業工程を間近で見学し、林業の実態を肌で感じられるようにしました。

また、昨年度には無かった「育林中の森を見学する」という行程を盛り込み、「持続可能な林業」

というプロジェクトのテーマを生徒に意識させることを企図しました。これらの体験を経た生徒

は、「香りや肌触りといった木材のもつ魅力」や「現場を支えるプロのこだわりや思い」に触れ、

プロジェクトに対するモチベーションを高めることができました。 

 

  

  

▲見学・フィールドワークの様子（左上：伐採、右上：製材、左下：育林、右下：乾燥） 

 

 現地での見学とフィールドワークをもとに、生徒は各グループで「持続可能な林業を実現する

ためのアイディアを構築する」という本プロジェクトの課題に取り組みました。この時、昨年度

の林業プロジェクトで「自分たちの地域特性を生かしたオリジナリティあるアイディアが出なか

った」という反省を踏まえ、教員が各グループに対してアドバイスを行う際には「アイディアの

独自性や新規性を重視すること」「浜松地域が有する他のリソースを活用すること」を付言するよ

う意識しました。また、与えられたテーマに対して「ともかくアイディアを組み上げ、それを具

体化する」ことがメインだったこれまでのプロジェクトと異なり、「より精緻なアイディアを構築

し、それをプロに向けてプレゼンテーションする」ことが主題の本プロジェクトでは、生徒がア
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イディア構築に行き詰まる場面が多く見られました。しかし生徒らは、これまでのプロジェクト

で得た経験を活かしてアイディアの破棄と再構築を恐れることなく繰り返し、自分たちの構想を

限界までブラッシュアップしようと奮闘していました。また、各グループにおけるアイディアの

善し悪しを競うのではなく、プロジェクト全体としてよりよいアイディアを提案するという意識

が生まれ、情報やノウハウを積極的に共有しようとするグループも現れ始めました。 

 

  
▲アイディア構築・プレゼン準備の様子 

 

 こうして数週間にわたる準備を行った後、各グループのアイディアをプレゼンする成果報告会

を実施しました。昨年と異なり、今年の林業プロジェクト成果報告は地域創造コース 2 年生が取

り組むクエストエデュケーションの成果報告会と合同で実施するように調整しました。これによ

り、プレゼンに対する上級生からのフィードバックを得るとともに、現 1 年生が次年度から取り

組むクエストエデュケーションについてのイメージを持たせることを企図しました。また今年は、

YouTube Live を用いて生徒のプレゼンを生配信し、永田木材様と本校教員のみが参加した昨年の

報告会よりも多くの方々にプレゼンをご覧いただけるよう手法を改善しました。結果として、他

のコンソーシアムメンバーや本校の取り組みに関心をもつ教育関係者など 30 名以上の方々にリ

アルタイムで配信を視聴いただき、大学関係者から発表に関するフィードバックを受けることも

出来ました。また、保護者に向けてもライブ配信の実施とアーカイブ機能による後日視聴が可能

であることを告知し、感染症の流行によってこれまで実施できていなかった保護者に対する活動

成果の披露を行うことができました。成果報告をウェブ上で生配信するという試みは本校で前例

がなく、教員側も配信環境の構築や動画へのアクセス方法の検討などに苦心しました。一方、2 時

間超にわたる報告会にもかかわらずアーカイブ機能による視聴を含めて 400 回近く動画を視聴い

ただくなど、実施した結果には大きな手ごたえを感じており、今後の地域創造コースにおける成

果報告にも改善を加えつつ継続的に導入していきたいと考えています。生徒らのプレゼンは各グ

ループ 4 分の持ち時間で行われ、これまでのプロジェクト培ったプレゼンテーション技術を総動

員して自分たちのアイディアを発信していました。生徒にとっては、会場の参加者以外に全国の

関係者や離れた保護者からプレゼンを評価されるという状況は非常に緊張感があったようで、一

年間の締め括りとしてふさわしい成果報告になったと感じています。 
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▲左上：配信環境  右上：配信動画のアーカイブ  下：プレゼンに対する 2 年生の感想 

 

 
 

▲左：プレゼン資料   右：発表の様子 

 

＜活動プロセス＞ 

総 時 間：24 時間 

成  果：プレゼンテーション資料 8 種、成果報告会記録動画 

（動画 URL：https://www.youtube.com/watch?v=oi-XaB5ABEU&ab_channel=SA） 

使用機材：プロジェクタ、大型スクリーン、配信用機材（ATEM Mini、ノートパソコン、ビデオカ

メラ、モニター、スピーカー、各種ケーブル） 

https://www.youtube.com/watch?v=oi-XaB5ABEU&ab_channel=SA
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＜活動の検証＞ 

 林業プロジェクトは、本校地域創造コース 1 学年における最後のプロジェクトであり、次のよ

うなカリキュラム上の目的をもって設定されています。 

①：1 学年における 5 つのプロジェクト中、空間的・概念的に最も広いフィールドを設定（ほぼ

浜松市全域を対象とし、「衣」「食」「住」すべての分野を包含）することで、アイディア構

築における多面的な思考を養う。 

②：「アイディアの構築とプレゼンによる発信」という抽象度の高いタスクを主題とすることで、

発想力・ロジカルシンキング・クリティカルシンキングを育てる。また、プレゼン資料の作

成や発表を通じて、表現力や発信力を育成する。 

③：アイディア構築やプレゼン準備などを協働して行い、次年度から始まるクエストエデュケー

ションで必要となる協調性・コミュニケーション能力などを確立する。 

これらの目的を達成するため、昨年度の反省を踏まえた上で今年は次のような改善を実施しま

した。 

①：プロジェクト開始時に行う永田木材様からのレクチャーに際し、アイディア構築の際に生徒

が考慮する要素をシンプルにするため、「持続可能な林業を実現するためのアイディアを構

築する」といった具合に生徒へ提示する課題の内容を絞り込んだ。 

②：アイディア構築の際に生徒が林業を身近な産業として捉えることができるよう、「東京オリ

ンピック・パラリンピック選手村で使用する建材調達」「スターバックスコーヒー浜松城公

園店の店舗設計」といった、実際に永田木材様が携わった業務を例に挙げた授業を行ってい

ただいた。 

③：「持続可能な林業」というプロジェクトのテーマを生徒に意識させるため、伐採現場の見学・

フィールドワークの際に「育林中の森を見学する」という行程を盛り込んだ。 

④：生徒から浜松の地域特性を生かしたオリジナリティあるアイディアが出るよう、教員が各グ

ループに対してアドバイスを行う際、「アイディアの独自性や新規性を重視すること」「浜松

地域が有する他のリソースを活用すること」を付言するよう意識した。 

⑤：プレゼンに対する上級生からのフィードバックを得るとともに、現 1 年生が次年度から取り

組むクエストエデュケーションについてのイメージを持たせるため、地域創造コース 2 年生

が取り組むクエストエデュケーションと合同で成果報告会を実施した。 

⑥：学外の関係者や保護者といったより多くの方々から外部評価を得、年度末の集大成との意味

合いを持たせるため、YouTube Live を用いて生徒のプレゼンを生配信した。 

これらを踏まえて生徒によるプロジェクトの振り返りを見ると、教員側で設定した目的や実行

した改善点は、概ね意図した通り生徒へ伝わっているように感じました。振り返りシートには、

「アイディア構築には色々な角度から広い視野で物事を見ることが大事だと感じた」「多くのア

イディアが出てきたり意見が対立したりした時にどう合意を形成するか、とても悩んだ」などの

感想があり、実際の様子を見ていてもそのように生徒らが悩んでいる場面が多々ありました。ま

た、2 学年との合同実施とライブ配信によって成果報告会を昨年度よりも大規模化したことも良

い影響をもたらしてくれました。まず、上級生である 2 学年の成果報告を見ることで経験値や技

量の差を体感し、次年度以降のモチベーションに繋げることができた生徒が現れました。また、

配信先を含む多くの視聴者に見られながら発表を行うという緊張感は、それが無事に終わった際

の達成感を増幅する方向に働き、生徒の自尊感情や自己肯定感に対してプラスの効果を与えてく
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れました。 

一方で、生徒がこちらの想定通り自己の課題に気付いてくれたまでは良いものの、それを自ら

改善して次のステップへ進むところまで到達した生徒はほとんどいませんでした。例えば、「アイ

ディアを考えたりプレゼン資料を作ったりする際の情報共有がうまくいかなかったように思うの

で、来年度のクエストではこれを改善していきたい」というように、自己の課題を自覚すること

はできたものの、それを改善する具体的なアクションとして何をすればよいのかがよく分かって

いない、もしくはそこまで発想が至らないという生徒が大多数でした。また、生徒らが考えたア

イディアの多くで「課題解決や魅力発信に資するか否か」ではなく「自分たちの興味関心に沿っ

ているか否か」に重点が置かれてしまい、自己満足に陥ってしまっている部分が少なからず見受

けられたのも今後の課題です。これらについては、チームビルドのプログラム等を通じ、これ以

前のプロジェクト期間を含めた長期のスパンで生徒のマインドセットを行うことが今後の課題で

あると感じました。 

 

＜生徒振り返り＞ 
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５．２年生のクエストエデュケーションの取組 

（1）クエストエデュケーション総括 

高校 2 年生を対象としたクエストエデュケーションは、本年度が実施初年度となりました。ク

エストエデュケーションは、高校 2 年生から 3 年生前半にかけて継続的に取り組むプロジェクト

で、1 年生次には 5 つのプロジェクトを実行していた事に比べても時間・活動内容のスケール的

にも大きなものとなります。1 年生のプロジェクトでは取り組むべき課題は、各プロジェクトの

共同実行者であるコンソーシアムメンバーから示されていました。クエストエデュケーションで

は、この課題の発見からアイディアの構築、そしてその実行検証までを取り組みの範囲としまし

た。 

実際にクエストエデュケーションとして各プロジェクトを実行する中で、最も大きな障壁は課

題の設定でした。取り組む方向性が近い生徒でチームを校正紙、合計 5 つのチームでスタートし

ました。どのチームも最初は自分たちのやりたいアイディアを取り上げてしまい、そのアイディ

アが地域のどんな問題や課題を解決するのか、そしてどのような効果をもたらすと予想されるの

かを考慮していませんでした。この初期の構想発表を最初の中間報告と設定していたため、具体

的な構想のアウトプットや口頭試問に対応することができませんでした。そのために、問題や課

題の根拠となる統計や資料を準備して挑むよう指導していきましたが、この修正に大きな時間が

かかってしまいました。 

もう一つ大きな問題は、共同する企業や団体の状況によって協働計画そのものが消滅してしま

うことでした。コロナ禍において地方の企業は大きな打撃を受け、企業の経営意外に余力を避け

ない状況や担当者の異動・移籍がありました。そのため、順調に進んでいたクエストも計画の変

更を余儀なくされてしまいました。  

こうしたクエストを実行するには逆風の中、生徒達のアイディアと協働していただく企業との

マッチングには学外のコンソーシアムメンバーが大きな力となりました。実際に CM 制作紹介の

場を頂いたり、試作協力企業を紹介いただいたりと、生徒達がアイディアを実行するための重要

な存在となりました。実際に専門に取り組む企業の方々と相談や試作を行っていく中で、プロフ

ェッショナルの方々からいただける助言が、その後の課題解決の進展に大きな効果を与えたと感

じました。こうした効果は、本校のコンソーシアムは民間企業や団体を中心に構成されているこ

とが、多くのクエストの実行数と実行速度を達成することができた大きな要因であったと分析し

ています。 

またクエストエデュケーションをどのように評価するかについても大きな課題でした。1 年生

の 5 つのプロジェクトは実施後にそれぞれ評価を行ってきましたが、クエストエデュケーション

ではコース内での中間報告・年度末の成果報告に加え、外部コンテストへの応募を加え、３つの

評価地点を設けました。外部コンテストを活用することで、生徒達が取り組む課題に対して教員

以外の客観的評価を導入することができるとともに、生徒自身が取り組む課題やアプローチの効

果を可視化したりアウトプットしたりする機会となりました。その結果、観光甲子園 2021 では

準グランプリを、福山大学主催の高校生 CM コンテストにおいては動画部門とポスター部門でグ

ランプリを獲得することができました。こうした学外のコンテストや大会で得た取り組みへの評

価は、生徒たちの自己肯定感を大きく高めるきっかけとなるとともに、取り組みを可視化するた

めに重要な役割を果たしました。  
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（2）教材化に向けて（自校地域のみの実践の限界） 

 地域創造コース 2 年生で行うクエストエデュケーションは、コースの前身となった探究活動の

地域調査班のプロジェクトの実践検証を踏まえて実践しています。これまで外部コンテストに参

加することで活動評価を受けるようになると、生徒たちは自分たちの活動を他校の活動との差別

化を強く意識するようになってしまいました。自分たちだからこそ実行できたアイディアは重要

ですが、それが本校だけの特異的な活動になっていました。こうした傾向が見られた原因は、活

動の成果発表として外部のコンテストを利用しましたが、その結果にこだわりすぎた結果だと分

析しています。地域での学びは、その地域の特色は反映することはもちろん大切ですが、様々な

地域でも取り入れて実践してみたくなる仕組み作りも大切だと考えています。1 年生で取り組ん

でいる 5 つのプロジェクトが、徐々に他校からの実践の問い合わせをいただくようになり、本校

での共有化に向けた実践は進んで居ます。そこで本年度のクエストエデュケーションでは、この

観点を重視して実践しているプロジェクトが他校で教材として取り組むことができるかを検証す

ることを意識しました。 
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（3）各クエスト概要 

 

 ＜オリジナル染色プロジェクト・市販シャツプロジェクト＞ 

①クエスト概要 

 この注染のオリジナル染色プロジェクトは、1 年生次に実践したオリジナルの配色を提案した

経験を基に実施しました。地場産業である注染染めは、現在浜松市内に 4 つの向上が残るのみと

なっており、染めを担当する職人も高齢化が進んでいます。また浴衣の消費が減少することで新

たな投資をすることが難しくなってきていました。こうした状況の中、1 年生次に取り組んだ配

色案のプロジェクトは、あくまで提案にとどまっていました。1 年生次に学んだ注染の染色方法

や協力企業との関係を活かし、浴衣卸メーカーの白井商事様と注染工場の二橋染工場様と協働し

て新しい商品用の染色やそれを活用した商品開発を目指すプロジェクトが立ち上がり、染色とシ

ャツの 2 系統に分かれて活動しました。 

 当初は宿泊施設向けの新しい配色提案と商品化を目指していましたが、なかなか条件やデザイ

ンが折り合わず活動は頓挫してしまいました。染色のチームはそのまま手ぬぐいなどの制作を通

じて、注染の魅力を伝える活動を継続することになりました。そんな中、生徒達の活動を支援し

てくださったのはコンソーシアムメンバーのヤタローグループ様でした。ヤタローグループは地

域の特産品を扱う EC サイトを浜松市から委託事業として運営しており、そこで配色した生地を

用いたシャツ販売を提案していただきました。実際の染色作業に向けて配色の修正を重ねて、地

域をイメージ他 4 種の配色案を完成させました。しかし、染色にあたって望み通りの色がなかな

か伝えられない問題に直面しました。この問題を解決したのは、デジタル技術でした。型紙を画

像処理ソフトで加工し、スマホやタブレットで簡単に彩色できるようにし、注染特有のぼかしを

再現する方法を考案しました。また、色指示を出すために、印刷用のカラーチップを導入しまし

た。これはデジタルでの彩色では、RGB や CMYK を用いた数値を示すことで同じ色を再現すること

ができるため、印刷用チップで近い色を選んで指定することができるようになりました。これに

より、配色イメージが異なってしまい何度も染色をやり直すリスクから解放され、試作をスムー

スに進めることができるようになりました。本校で取り組んできた浴衣生地を用いた準制服のシ

ャツの型紙を活用した 4 種類のシャツを制作し、市販化に向けた準備を整えることができました。

本年度はイメージ撮影を行うにとどまってしまいましたが、次年度には市販に向けて準備を進め

ていく予定となっています。 

 

   

▲幅広い世代に意見を調査 ▲撮影に向けてスタイリング ▲ブランドポスターの撮影 
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②成果資料 

●染色グループのプレゼン資料 
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●市販シャツグループのプレゼン資料 
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③経過の検証 

●本プロジェクトは 3 月に東京女子大学で活動報告を行いました。本校でこれまでの研究の中で

取り組んできた染色プロジェクトからの経緯を踏まえて、シャツのための配色をデジタル化した

ことや商品試作の取り組みを報告しました。審査員の方々からも評価をいただき、シャツを制作・

販売するだけでなく伝統産業とデジタルの融合に取り組み地域資源の新しい可能性に挑戦するこ

とができました。 

 これまでアイディアや試作は行っていても、実際に店頭で商品が並ぶ段階までは挑戦すること

ができませんでした。生徒たちで取り組んで来たアイディアが、多くの方々の力を借りてオリジ

ナルの反物になり、そしてサンプル試作や商品撮影など多くの工程やたくさんの人たちとの関わ

りを経て商品化される過程を経験することができました。こうした経験を通して、生徒達の自己

肯定感が高まっていく様子や、生徒達の身の回りの商品にも生産者や販売者としての視点から観

察して考える変化が現れてきました。地域での経験が、将来的なキャリアの育成に繋がっている

と感じました。 

 

●生徒の振り返りシートより 
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●制作したブランドポスター 
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＜摘果ミカンジャムプロジェクト＞ 

 

①クエスト概要 

元々，探究活動の一環としてポスター撮影を市内山間部で行っていた際に，生徒がミカン畑の

中に落ちていた無数のミカンを見て疑問を抱いたところがきっかけとなりました。生徒は，ミカ

ンの栽培過程で発生する摘果ミカンは廃棄されることを知り，何とかして食べられないかという

発想を持ち，最初は 2020 年にシロップを作りました。しかし，結果は継続性の観点からうまく

いかず，加工方法を模索していたところに今回のクエストエデュケーションのタイミングと重な

りました。前回のチャレンジから今回は摘果ミカンをジャムに加工してみようということになり

プロジェクトが立ち上がりました。  

 プロジェクトメンバーは，1 年次のおにぎりプロジェクトから食の分野に興味のある生徒 13 名

で構成されました。 

 プロジェクトでは，協力していただいたミカン農家のご厚意により摘果されたみかんを提供し

ていただくことができました。品種としては「早生」と「青島」という収穫時期の異なる 2 品種

の加工にチャレンジしました。ジャムに加工していく中で気を付けた点は，摘果ミカン自体が廃

棄されるものということで，エシカルの要素があるのかというところと，食品にあたるので安全

性に注意して作業に取りかかりました。加工場所は学校の調理室を使用し，工程は大きく分けて

洗浄・加工・調理・瓶詰めとなりました。洗浄ではミカンの皮も使用するため，表面に付着して

いる農薬を重曹で 2 回，水洗い 2 回の計 4 回洗浄を行いました。加工では最初は包丁を使用し，

輪切りから銀杏切りまで全て手作業で行いましたが作業負担が大きく，3 回目の加工からは手動

のスライサーを導入し格段に加工スピードが上がりました。調理では摘果されたミカンの状態を

見て糖分を調整していきました。保存料は使用せず，ジャムの粘度を上げるために少量のペクチ

ンを使用するのみでミカンとグラニュー糖の分量で味を調節しました。瓶詰めでは丁寧に煮沸消

毒をすることで，保存期間が効くように工夫をしました。  

 完成したミカンジャムは，惣菜パン・ドリンク・肉料理のソース・デザート・洋菓子などに用

途が決まりました。 

 今回のプロジェクトにおける協働することができた企業に関しては，製品がまだ試験的という

ことで，身近な地元の企業へ向けて交渉をしました。ジャム加工の初期段階では，地元の洋菓子

店「スローフードグレック」にお願いをして洋菓子として数種類の加工を依頼しました。そして

学校内の食堂を運営している「ヤタローグループ」には生徒を伴って概要を説明したところ，賛

同をもらうことができ，ジャムを惣菜パンとして加工し販売することができました。また，地元

の異業種交流会においては，商品プレゼンの機会を頂き販路の確保にチャレンジしました。その

結果，「たまごや本舗」からはマドレーヌに加工していただき，次年度以降の市販化への準備を進

めることができました。そして地元の飲食店「レストラン Kelapa」からはランチメニューにおい

て，肉料理のソースとして取り入れることができました。またイベントでのドリンクメニューに

も採用していただくこともできました。このように多くの企業との協働を重ねることによって，

摘果ミカンジャムの多岐にわたる利用方法を見いだすことができました。 
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②成果資料（プレゼン資料） 
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③経過の検証 

●今年度は摘果ミカンをジャムに加工し，どこまでこのアイディアが通用するのかという意味で

のチャレンジとなりました。ジャムはパンにつけて食べること以外にも，２次加工として幅広く

活用できることが分かり，今後も期待が持てるということが分かりました。次年度以降は更なる

レベルアップをするために，課題としては専門的な食品衛生体制の構築や，ジャムへの加工を外

部へ委託し量産できる仕組み作りや，流通販路の拡大ということを考えています。このように摘

果ミカンプロジェクトの活動を通して地域の魅力発信に協力していけたらと思います。  

・学校内の食堂にて惣菜パンとして 2021 年 11 月～2022 年 3 月の 5 ヶ月で約 500 個の売上。 

・「レストラン Kelapa」でのランチメニューとして 2022 年 1 月と 2 月に採用。また店内イベン

トにおけるドリンクメニューとデザートメニューとして採用。  

・「エシカル甲子園２０２１」予選出場  

 

●生徒の振り返りシートより 
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●活動の様子 

  

▲ジャム制作の様子 ▲加糖量の違いによる味の差を調査 

  

▲多くの方から意見を集める ▲教員にも活動を共有 

  

▲異業種交流会での披露 ▲試作品にオファーをいただく 
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 ＜緑政課ポスタープロジェクト＞ 

①クエスト概要 

 このポスタープロジェクトは、1 年生次に実行したポスタープロジェクトを基に実施しました。

1 年生次に学校紹介ポスターや静岡県立森林公園の PR ポスターを制作してきた経験を活かして、

地域の魅力発進に繋がるポスターを制作するとこを目指しました。しかし、当初予定していた協

働相手の企業の都合により計画が頓挫し、次の可能性を模索する中で浜松市役所様から地域の公

園や緑地の魅力を発信するポスター制作の打診をいただきました。浜松市からいただいた資料を

基に浜松市内の公園や緑地を調査していくと、予想以上に公園や緑地が多く普段の生活では気が

つくことができない公園や緑地があることに気がつきました。資料の調査をもとに、候補地のフ

ィールド調査を開始しました。現地のフィールド活動の中で身近にある緑地の魅力を発信するた

めに、これまでの経験を活かして試行錯誤を繰り返していきましたが、感染症の拡大に伴い校外

での活動は制限されてしまいました。登下校の合間に現地に寄ってはアイディアを構築する対策

を試み、活動制限が緩められたタイミングをみて少人数での撮影を繰り返しました。1 年生次に

たくさんの経験を積んでいただけに撮影の段取りや進行はスムースでしたが、放課後のロケハン

の時と比べて日中では光線の具合が異なるため、思ったように撮影できずに現地で状況を組み直

したり新しい構図を考えたりする調整が必要となりました。プロジェクトの進行において困難な

状況が続きましたが、最終的には 7 枚のポスターを完成させて市役所へ納品することができまし

た。制作したポスターは、市内の大型公園施設での展示や浜松市役所本庁舎での展示を行い、市

民の方々に成果披露することができました。「何気ない日常の生活の中にある緑」を高校生の感覚

で PR するポスターは、行政がこれまで制作してきたポスターとは異なる雰囲気となり、多くの

反響をいただきました。 

 

②成果資料 
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③経過の検証 

●本プロジェクトは、感染症の拡大に伴い活動が遅れたため、当初予定していた高校生 CM コンテ

ストに応募することができませんでした。そこで、作品の完成を経て名古屋文理大学主催「Bunri 

Creative Award 高校生のためのメディア創造コンペティション」に応募し、奨励賞を受賞するこ

とができました。プロジェクト全体のロゴデザインや、文字の配置・コピーライトの内容など、

これまでの経験を活かして見る側の視点を意識して細部までこだわって制作することができまし

た。浜松市役所本庁舎や市内の大型公園施設での展示でも、写真撮影の場所や構図だけでなく細

部までこだわりが評価されるとともに、これまで気がつかなかった緑地を再認識できたと多くの

声をいただきました。 

これまでは、どんなポスターを作成すれば良いか、完成形がある程度指定されていました。今

回のプロジェクトでは、どこを撮影するか、どのようなコンセプトで撮影するか、全てを任され

ていました。その中で何度も何度も苦しみながらの撮影、制作活動となり、まさにスクラップ＆

ビルドを繰り返して完成へとたどり着くことができました。生徒達もこれまで気づけなかった街

の魅力を発見したことに加えて、自分たちの活動が評価されたことで、これまでの経験に大きな

自信を持つことができました。 

 

 

 

▲現地でのフィールドワークを行い撮影地を選定する ▲撮影に担当し試行錯誤する 

  

▲撮影位置や配役を変え何度も挑戦する ▲制作技術が修学旅行ポスタープロジェクトに繋がった 
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●生徒の振り返りシートより 
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 ＜動画制作班（地域ＣＭ制作）＞ 

 

①クエスト概要 

 この動画制作プロジェクトは、1 年生次に行った森林公園 PR 用の CM 制作の経験を基に実施

しました。浜松はものづくりの街として工業生産が盛んな地域でしたが、産業の転換や工場の海

外移転などにより産業の空洞化が進んでおり、地域経済は停滞してしまいました。また浜松の企

業は他の地域にはない技術を持っている企業も多いのですが、中小や零細の小規模な事業体が多

いため十分な広告宣伝を行うことができません。こうした地域の魅力発進部族が、若者が地域に

残ったり I ターンや U ターンが進まなかったりする原因の一つではないかと考え、地域の企業や

団体を PR する CM 制作に取り組む活動が始まりました。 

 当初は市内にある施設 PR のための CM を制作する予定でしたが、感染症の拡大に伴い施設・

学校の双方で活動の自粛を余儀なくされました。ロケハンやアイディア構築まで修了していまし

たが活動の場を失ってしまい、次の協働先を探すのに苦戦をしていました。この状況を打開する

ためと生徒達の動画制作技術向上やストーリー構成練習として、日本禁煙学会の主催する「禁煙

動画コンテスト」に向けた作品作りに挑戦しました。制作した動画は子供目線から喫煙する父親

に向けたメッセージを盛り込みましたが、コンテストの審査趣旨と合致せず入賞することはでき

ませんでした。しかし、この経験から自分たちの制作したい動画を作るのではなく、クライアン

トの要望を丁寧にヒヤリングしてニーズを分析する作業が必要になることが分かりました。こう

した経験を認めていただき、外部コンソーシアムメンバーから地域企業の CM 依頼の打診をいた

だきました。 

 浜松市内に改装移転する鍵取り扱い企業であるロックセンター様の CM を制作すべく、実際に

企業の方々にお会いして要望を聞き取っていきました。そうして構築したアイディアは、次々と

鍵を開けていく中で新しい可能性や葛藤を示すというストーリーでした。音源も先輩の力を借り

て公開の際の著作権についてもクリアしていきました。校外での活動が制限される中、校内の様々

なドアや鍵を使用して撮影された動画を編集し、コピーライトや企業ロゴなども整えて CM とし

て完成させました。制作した動画は成果報告で初めて企業の方に披露し大きな評価をいただき、

本校の YouTube のチャンネルで公開し、企業 HP にリンクして頂くことで動画の視聴分析を自

分たちで行えるようにしました。今後も、続編の CM 制作を進めていき、地域企業の CM を受注

する活動を継続していく予定です。  

 
 

▲出演・演出・撮影など役割分担して進行するように変化 ▲機材を使った撮影の様子 
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②成果資料（プレゼン資料） 

  

  

 

 

 

③経過の検証 

●本プロジェクトは、生徒自身の動画技術向上のため年度の早い段階でコンテストへの応募に挑

戦しました。その結果得られたフィードバックを基に、自分達の活動を修正していきました。こ

れまでは自分たちの制作技術を過信していた部分がありましたが、外部評価を得ることで活動を

見直す大きな機会となり、こうした外部の視点が生徒の成長を促すきっかけとなったと感じまし

た。また、はじめは自分たちで CM 動画を制作したいという想いだけが先行してしまう感じがあり

ましたが、丁寧なヒヤリングや現状を分析する中で、自分たちの住む地域の企業の広報を担当す

る意味を考え始めるようになりました。成果報告ではそうした視点を盛り込み、来場した方々か

らも高い評価をいただき、地域に ART の力を還元するという目的は達成できたと実感できました。 
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●生徒の振り返りシートより 
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 ＜観光班（浜名湖観光プラン）＞ 

 

①クエスト概要 

 この観光プランを構築するチームは、1 年生次の林業プロジェクトでエコツーリズムを提案し

た経験から結成されました。グループのメンバーは 1 年成次の活動でもコースの中心的な役割を

担っていた生徒で構成され、全国規模の大会で自分たちのアイディアを発表すること目指してい

ました。製造業を中心とした浜松は産業の空洞化により経済は停滞し、さらに感染症の拡大によ

ってこれまでの観光政策は大きな方向転換を強いられました。このような背景の中、地域内で完

結するマイクロツーリズムを基本に、アートツーリズムやワーケーションの導入、修学旅行の可

能性など多くの可能性を検証しました。その結果、観光甲子園 2021 の修学旅行部門に焦点をあ

て SDGｓの観点を盛り込んだ地域内での修学旅行プランを構築することを目指しました。  

 候補地をフィールドワークする中で、1 年生次に浜名湖の魅力発進活動に取り組んできた経験

を活かして、浜名湖を活動エリアに定めました。SDGｓというと湖の環境を守るという活動に目

がいきがちですが、フィールドワークを重ねる中で湖周辺に広がる里山の景観や、こうした湖背

後の環境が景観や漁業など産業を支えているという事に気がつきました。生徒にとってこうした

地域特有の里山の景観は守りたい地域の資源として認識されていきましたが、同時に湖周辺には

管理が行き届かない放置竹林が拡大していることに気がつきました。従来は竹の子などの食材や

食器・器具などの材料として利用されてきた竹林は、周辺地域の人口減少や高齢化によって管理

が行き届かなくなっています。放置竹林は景観の悪化だけでなく斜面崩壊など災害の原因の一つ

にもなり、管理のための労働力や資金の問題が山積しています。こうした問題を解決するために、

放置竹林の竹材を「衣食住」に利用する観光プランを三ヶ日観光協会様と協働して検証すること

にしました。 

 観光協会を中心に、何度も竹の利用方法などを調査し、竹林の整備、箸や器などの食器、粉末

化して食材化、イカダ制作を行う観光資源化、竹炭に加工して肥料化を柱とし、竹の切り出しか

ら肥料として地域に還元する竹を中心としたサイクルを回すことを考えました。フィールドワー

クから撮影活動最後までの期間は約 6 ヶ月の長期にわたりました。その中で持続可能な観光や地

域について考え、「住んでいる人が良いと思える街が、訪れる人にも良い街」というコンセプトを

もとに観光甲子園に向けた資料や動画など理論の構築に取り組みました。地域の方々もこのコン

セプトに賛同頂き、地域全体を巻き込んだプロジェクトに発展しました。外部のコンテストでも

高い評価を得た検証したプランは、地域の観光プランとして次年度も継続して取り組むことが決

まりました。 
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②成果資料 
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③経過の検証 

●本プロジェクトは、クエストエデュケーション開始時から観光甲子園 2021 への参加を活動の

目標としてきました。三ヶ日観光協会だけでなく地域の方々を巻き込んだプロジェクトは、6 ヶ

月におよぶ実証実験と撮影を経て大会参加に向けたプレゼンテーション資料と 180 秒の動画が成

果となりました。参加した観光甲子園 2021SDGs 観光部門では予選を勝ち抜き、決勝のプレゼン発

表の結果、全国 2 位となる準グランプリを獲得することができました。生徒たちは全国制覇を目

指していたため落胆の色が隠しきれませんでしたが、コンテストの受賞式では地域の方々への感

謝や自分たちの想いを後輩たちに託したいと、活動の持続性を意識したコメントを残していまし

た。このグループはそれぞれ大きく個性が大きく異なる 5 名で構成されていましたが、活動の中

で自分に何ができるのかを考えチームとしての総合力を上げるために個々が行動するという傾向

が強く見られました。プレゼンテーション資料の制作、動画やポスターなど Artistic 分野、アイ

ディアの構築、メイン発表など、時には衝突することもありましたが、それぞれが役割を考え主

体的に行動することができた成果であると考えています。自分たちのアイディアが地域に認めら

れ、そして実際に実行されることで、生徒たちの自己肯定感が高まるだけでなく、ともに活動し

た「この地域が生徒にとってかけがえのない場所に変わる」という自分たちが提言した観光の本

質を自ら実証することができたのではないかと感じました。 

 

●生徒の振り返りシートより 
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●提案用に制作した観光ポスター成果 
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●活動の様子 

  
▲切り出した竹でイカダを制作する ▲作業には地域の大人の方々の協力をあおいだ 

  

▲理論の構築は可視化して共有する ▲オンライン発表に向けたプレゼンの手法を考案 
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